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市では、市民参加によるまちづくりの取り組みの一環として、今年２月に市民意識調査を実施しました。

この調査は、市民意識の動静の把握のため今後も毎年継続的に実施する予定です。

調査の結果は、今後の事業検討や実施に活用させていただきます。

最大の関心は、医療体制 に

平成１８年度市民意識調査結果（平成１９年２月実施）

調査の方法・概要　　　　　　　　　　　　　不明回答があるため、回収数と一致しない場合があります。

　平成19年１月１日現在の住民基本台帳に登録されている18歳以上の方の中から、無作為に約１千人を抽
出し、アンケート用紙での回答をいただきました。
　調査票は、より率直な感想をお寄せいただけるよう、無記名での回答をいただいています。
　アンケートでは、市の各施策に関する満足度と今後の希望など、合計55項目に対する回答をいただきま
した。全ての項目を集計した全体傾向では、満足傾向にある回答
（「満足」+「どちらかと言えば満足」）が約13・５％、「ふつう」
と答えた方が58％、不満傾向にある回答（「どちらかと言えば不
満」+「不満」）が28・６％を占める結果となっており、昨年の
結果と比較して、ふつうと答えた方が増加しています。　
　厳しい財政状況の中、満足度の向上と事務事業の取捨選択をは
じめとした行政改革をいかにして両立するかが、今後の大きな課
題となっています。

調査対象者　　１０５２人
回　収　数　　４８４人
回　収　率　　46・01％
調 査 期 間　　平成19年２月13日
　　　　　　　→28日

「 」

どちらかと
言えば不満
21.1％

ふつう
58.0％

不満
7.5％

満足
1.8％

どちらかと
言えば満足
11.7％

満足傾向
13.5％

（昨年：15.1％）

ふつう
58.0％

（昨年：55.9％）

不満傾向
28.6％

（昨年：29.0％）

▲

▲

▲

▲

▲

▲

（
全
　
項
目
）

５５

市
の
各
施
策
に
関
す
る
満
足
度

居住年数　５年未満　152人（11％）
　　　　　５→２０年　182人（17％）
　　　　　２０年以上　343人（71％）
　　　　　無回答　　234人（11％）
性　　別　男　性　　225人（47％）
　　　　　女　性　　244人（51％）
　　　　　無回答　1 11人（12％）
年　　齢　１８→２９歳　132人（17％）
　　　　　３０歳代　　175人（16％）
　　　　　４０歳代　　172人（15％）
　　　　　５０歳代　　185人（18％）
　　　　　６０歳代　　190人（19％）
　　　　　７０歳代　　123人（24％）
　　　　　無回答　　116人（11％）

力を入れてほしい上位は 昨年と同様の傾向

　「力を入れてほしい施策」では、今年

は「市内の医療体制」が第1位となりま

した。富良野協会病院の新築移転が行わ

れるなど、市内の医療体制が大きな注目

を集めたことが、アンケート結果にも現

れたものと推測します。

　一方、第２位には昨年１位の雇用対策

となっており、依然として厳しい情勢が

続いていることがうかがえます。

　また、「力を入れるべきでない」との

回答が最も多かった施策は、「高規格道

路など新たな幹線道路の整備」（１２２人）

となっています。

市内の医療体制１位

雇用確保対策２位

高齢者対策３位

力を入れて欲しい
今のままでよい
力をいれるべきでない

無回答

333311 ９９１１４４４４６６

313166 9933

292944 131311

２２

５５

６６１１

４４３３

児童や障がい者
などの福祉対策

４位 262644 141400 ２２ ６６００

福祉施設の整備５位 262644 141444 ７７ ５５６６
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満足傾向最多は ごみの分別とリサイクル

　満足傾向の回答が最も多かった

のは、昨年に続き「ごみの分別とリ

サイクル」でした。

　「市からの情報提供」は、昨年か

ら順位を１つ上げていますが、全体

的に見ると、満足傾向の回答をした

方の数は減少しています。

不満傾向の最多は 市内の医療体制

　不満傾向の回答が最も多かった

「市内の医療体制」は、「力を入れ

てほしい」の順位でも１位となっ

ており、多くの方がこの充実を望

んでいます。

１９２人ごみの分別とリサイクル（前回１位）１位

１６７人市の広報の内容（読みやすさ）（前回２位）２位

８６人上水道や下水道の整備（前回３位）３位

８５人市からの情報提供（前回５位）４位

８１人国道や道道の整備（前回７位）５位

２５３人市内の医療体制（前回４位）１位

２４９人雇用確保対策（前回３位）２位

２２４人中心街の活性化（前回１位）３位

１８５人鉄道やバスなどの公共交通機関の充実（前回５位）４位

１８３人高齢者対策（前回６位）５位

現時点での感想 今後の希望
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良いこと良いことだだ
と思と思うう
357（74％357（74％））

あまり良あまり良いい
ことと思ことと思ええ
なないい
30（6％30（6％））

どちらとどちらともも
言えな言えないい
87（18％87（18％））

無回無回答答
8（2％8（2％））

新規定住
者の受入
促進

大歓迎であり大歓迎であり、、
交友を深めた交友を深めたいい
75（16％75（16％））

歓迎する気持ちは歓迎する気持ちはああ
るので、うまくごるので、うまくご近近
所づきあいが出来所づきあいが出来れれ
ばと思うばと思う。。
315（65％315（65％））

別にどうと別にどうともも
思わな思わないい
５３（１１％５３（１１％））

あまり歓迎すあまり歓迎するる
ような気持ちような気持ちにに
なれななれないい
12（3％12（3％））

受け入れ
の気持ち

近所には移り近所には移り住住
んできてほしんできてほしくく
ない 7（1％ない　7（1％））

そのその他他
６（1％６（1％））

無回無回答答
１２（３％１２（３％））

新規定住者の受け入れ促進

　全国的に、団塊の世代の地方への移住がブームとなっています
が、市としては、団塊の世代に特化せず、幅広い世代の方々が富
良野市にお住まいいただけるよう、イベントなどでのＰＲ活動を
行っています。
　道民は、他の町からの移住者に対する拒絶反応が比較的少ない
という事が言われていますが、富良野市民もそのご他聞に漏れず、
歓迎の意思をお持ちいただけているようです。

市民意識調査に関する問い合わせ

総務部企画振興課　電話３９‐２３０４

市
内
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

利
用
者
は
　
％
３３

　

既
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い

る
と
答
え
た
方
は
、
全
体
の
約
３
割
を
超

え
ま
し
た
。
前
年
の
率
と
比
較
す
る
と
約

３
％
の
伸
び
で
す
。

　

一
方
、
今
後
利
用

し
た
い
と
答
え
た
「

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予

備
軍
」
は
若
干
減
少

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

活
用
に
関
心
が
あ
っ

た
方
々
へ
の
普
及
が

徐
々
に
進
ん
で
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

最
も
力
を
入
れ
る
べ
き
施
策
は
福
祉
・
医
療

　

昨
年
と
同
様
、
福
祉
と
医
療
が
他
の
分
野
を
大
き
く
引
き
離
し

て
１
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。

常に利用常に利用しし
ていているる
159（33％159（33％））

現在利用して現在利用していい
ないが、今後利ないが、今後利用用
したしたいい
99（21％99（21％））

現在利用現在利用しし
ておらずておらず今今
後も利用後も利用のの
予定は無予定は無いい
２１９（４６％２１９（４６％））

無回無回答答
7（１％7（１％））

インター
ネット利
用者数

教教育育
28（6％28（6％））

福祉・医福祉・医療療
176（37％176（37％））

観観光光
36（8％36（8％））

農農業業
112（23％112（23％））

商工商工業業
38（8％38（8％））

行政改行政改革革
45（9％45（9％））

無回無回答答
15（3％15（3％））基盤整基盤整備備

１４（3％１４（3％））

そのその他他
16（3％16（3％））

力を入れ
るべき分
野

自治会活動な自治会活動などど
まちづくりへまちづくりへのの
取組取組みみ
116（24％116（24％））

無回無回答答
36（8％36（8％））

新規定住
者への期
待

そのその他他
9（2％9（2％））

特に何も期特に何も期待待
していなしていないい
62（13％62（13％））

農業などの担農業などの担いい
手としての活躍手としての活躍 
53（11％53（11％））

自然など環境保自然など環境保全全
活動への参加・活動への参加・協協
力 32（7％力 　32（7％））

子育てや教育活子育てや教育活動動
への参加・協への参加・協力力
15（3％15（3％））

介護や福祉活動介護や福祉活動へへ
の参加・協の参加・協力力
45（9％45（9％））

趣味やサークル趣味やサークルなな
どの参加・指どの参加・指導導
14（3％14（3％））

新たにお店を開新たにお店を開くく
などの経済活などの経済活動動
27（6％27（6％））

買い物など、市買い物など、市内内
での消費活での消費活動動
66（14％66（14％））
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期
日
前
投
票
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。（
直
接
投
票
と
な
り
封
筒
が
不
要
と
な
り
ま
し
た
）

投
票
で
き
る
方

　

昭
和　

年
7
月　

日
ま
で
に
生
ま
れ
た

６２

３０

方
で
、
本
年
４
月　

日
ま
で
に
住
民
基
本

１１

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
て
、
７
月　

日
現

１１

在
ま
で
引
き
続
き
市
内
に
住
所
の
あ
る
方

が
投
票
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
平
成　

年
１９

4
月　

日
以
降
に
市
内
に
転
入
し
て
来
た

１２

方
は
、
転
入
前
の
市
町
村
で
投
票
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

投
票
入
場
券

　

投
票
入
場
券
は
、
住
民
票
に
記
載
さ
れ

て
い
る
住
所
に
郵
送
し
ま
す
。
万
一
誤
っ

て
配
達
さ
れ
た
場
合
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
あ
て
の
付
せ
ん
を
付
け
て
近
く
の
ポ
ス

ト
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
入
場
券
は
、
投
票
用
紙
を
受
け
取

る
と
き
に
必
要
で
す
の
で
、
投
票
所
に
忘

れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
投
票
入
場

券
を
紛
失
し
た
場
合
は
当
日
投
票
所
の
受

付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

投
票
の
仕
方

選
挙
区
選
出
→
北
海
道
選
挙
区
の
候
補
者

名
を
記
載
し
て
投
票

比
例
代
表
選
出
→
候
補
者
名
、
ま
た
は
政

党
名
の
い
ず
れ
か
を
記
載
し
て
投
票

　

投
票
の
順
序
は
、「
選
挙
区
」
の
投
票
→

次
に
「
比
例
代
表
」
の
投
票
を
行
い
ま
す
。

投
票
時
間

　

投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら
午
後
８

時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
次
の
表
の
投
票

所
は
投
票
終
了
時
刻
が
１
時
間
か
ら
４
時

間
繰
り
上
げ
に
な
り
ま
す
。

期
日
前
投
票

　

富
良
野
市
に
名
簿
登
録
さ
れ
て
い
る
方

の
不
在
者
投
票
は
、
原
則
と
し
て
、「
期
日

前
投
票
」
に
な
り
ま
す
。

★
期
日
前
投
票
が
で
き
る
方

　

仕
事
な
ど
で
投
票
所
に
行
け
な
い
方
、

自
分
の
投
票
す
る
区
域
外
に
旅
行
や
滞
在

を
す
る
方
、
病
気
・
ケ
ガ
・
出
産
・
手
術

な
ど
で
歩
行
困
難
な
方
・
住
所
移
転
の
た

め
他
の
市
町
村
に
移
住
し
て
い
る
方

★
期
日
前
投
票
所
・
日
時

市
役
所
（
１
階
ロ
ビ
ー
）

　

７
月　

日
画
→
７
月　

日
臥

１３

２８

　

午
前
８
時　

分
→
午
後
８
時

３０

山
部
・
東
山
支
所

　

７
月　

日
峨
→
７
月　

日
臥

２４

２８

　

午
前
９
時
→
午
後
５
時

★
期
日
前
投
票
の
方
法

　

投
票
入
場
券
を
持
参
し
、
期
日
前
投
票

所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
印
鑑
は
不
要
で

す
。
投
票
日
前
３
日
間
は
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
早
め
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
日
は
７
月
　
日
鰹日 

２９

第第第第第第第第第第

回回回回回回回回回回
参参参参参参参参参参
議議議議議議議議議議
院院院院院院院院院院
議議議議議議議議議議
員員員員員員員員員員
通通通通通通通通通通
常常常常常常常常常常
選選選選選選選選選選

第
　
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙

２２２２２２２２２２１１１１１１１１１１２１

島の下会館・八幡丘会館・平沢集落
センター

午後４時終了

御園会館・山部南陽地区コミュニ
ティセンター・東山支所・西達布集
落センター・老節布会館

午後６時終了

布部会館・布礼別集落センター・麓
郷集落センター・山部北星地区コ
ミュニティセンター

午後７時終了

投票終了時間の繰り上げられる投票所

不
在
者
投
票

　

富
良
野
市
以
外
の
市
町
村
や
病
院
、
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
に
お
い
て
は
、
従
来
ど
お

り
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
期

日
前
投
票
を
行
う
日
に
は
未
だ　

歳
の
人

１９

で
、
選
挙
期
日
ま
で
に　

歳
に
な
る
人
は

２０

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

★
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
投
票
所

に
行
け
な
い
方
は
、
自
宅
な
ど
で
投
票
用

紙
に
記
載
し
、
郵
送
で
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
身
体
障
が
い
者
、
戦
傷
病

者
の
手
帳
、
ま
た
は
介
護
保
険
の
被
保
険

者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
選
挙

管
理
委
員
会
が
発
行
し
た
「
郵
便
投
票
証

明
書
」
を
持
っ
て
い
る
方
で
す
。
郵
便
投

票
証
明
書
の
交
付
を
新
た
に
申
請
す
る
場

合
は
、
早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

★
不
在
者
投
票
所
・
日
時

　

市
役
所
の
み
で
行
わ
れ
、
期
間
・
時
間

は
期
日
前
投
票
と
同
じ
で
す

★
指
定
施
設
で
の
不
在
者
投
票

　

道
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た
病

院
や
施
設
な
ど
の
入
院
患
者
や
入
所
者
は
、

そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

市
内
の
指
定
施
設
は
次
の
と
お
り
で
す
。

北
の
峰
病
院
・
ふ
ら
の
西
病
院
・
富
良
野

協
会
病
院
・
北
の
峯
ハ
イ
ツ
・
寿
光
園
・

老
人
保
健
施
設
ふ
ら
の

問い合わせ

選挙管理委員会

　　　維３９‐２３２４
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　富良野市リサイクルセンターが変わります

ごみを処理する施設から、
学べる施設へ

　

市
で
は
全
国
に
先
駆
け
、
昭
和

　

年
度
か
ら
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

５８（
分
別
・
再
資
源
化
）
に
市
民
の
み

な
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

み
、
現
在
で
は
全
国
有
数
の
「
ご

み
リ
サ
イ
ク
ル
の
街
」
と
言
わ
れ

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
ご
み
リ

サ
イ
ク
ル
の
前
に
、
や
る
べ
き
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ご
み
を
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
こ
と
は
、
ご
み
問
題
の

解
決
や
処
理
に
お
け
る
最
終
段
階

に
お
け
る
方
法
で
す
。

　

そ
の
前
に「
ご
み
を
出
さ
な
い
・

ご
み
に
し
な
い
」
こ
と
が
こ
れ
か

ら
の
ご
み
問
題
に
と
っ
て
重
要
に

な
る
と
考
え
、
こ
れ
か
ら
色
々
な

取
り
組
み
を
行
な
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
の
ご
み
は
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
。
そ
の
第
１
弾
と
し
て
、
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
「
ご

み　

％
減
量
・
ご
み
再
利
用
促
進
」

１０
を
目
標
と
し
た
、
次
の
取
り
組
み

を
行
い
ま
す
。

　 
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
見
学

０１
　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
固

形
燃
料
ご
み
の
ほ
か
に
新
聞
、
雑

誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
粗
大
ご
み
、

小
型
電
化
製
品
ご
み
、
枝
草
、
灰

土
砂
、
セ
ト
ガ
ラ
ス
、
蛍
光
管
、

電
池
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
施

設
を
見
学
し
て
、
ご
み
に
関
す
る

意
識
を
変
え
て
い
た
だ
く
こ
と
を

期
待
す
る
も
の
で
す
。
見
学
さ
れ

る
場
合
は
事
前
に
連
絡
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

０２
　

廃
棄
物
の
補
修
や
加
工
な
ど
の

出
来
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
補
修
以
外
に
廃
棄
物
を

使
っ
た
ア
ー
ト
の
出
来
る
方
や
補

修
の
講
義
が
出
来
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　 
衣
類
の
回
収

０３
　

現
在
、
固
形
燃
料
と
し
て
排
出

さ
れ
て
い
る
衣
服
や
ウ
ェ
ス
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
素
材
や
再
利
用

（
再
販
）で
き
そ
う
な
も
の
が
あ
れ

ば
回
収
に
伺
い
ま
す
。

・
衣
料
系
で
あ
れ
ば
仕
分
け
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
じ
ゅ
う
た
ん
や
布
団
な
ど
粗
大

ご
み
の
回
収
は
し
ま
せ
ん
。

・
回
収
協
力
の
お
願
い
で
す
の
で
、

衣
服
類
は
今
ま
で
ど
お
り
固
形
燃

料
と
し
て
排
出
さ
れ
て
も
結
構
で

す
が
、
セ
ン
タ
ー
内
で
摘
出
し
再

利
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
電

話
な
ど
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　 
ご
み
　
％
減
量

０４

１０

　

ご
み
の
処
理
（
ご
み
の
収
集
か

ら
処
分
・
再
資
源
化
ま
で
）
に
は
、

多
額
の
費
用
（
税
金
）
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
ご
み
を
減
ら
す
と
費

用
削
減
を
見
込
め
る
と
同
時
に
、

石
油
な
ど
の
資
源
の
無
駄
遣
い
防

止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　 
カ
デ
ン
ジ
ャ
ー

０５
　

緑
峰
高
校
の
協
力
に
よ
り
、
家

電
製
品
の
修
理
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
は
生
徒
た
ち
の
学

習
活
動
の
一
環
と
し
て
行
う
も
の

で
あ
り
、
修
理
目
的
や
個
数
な
ど

に
制
限
が
あ
り
ま
す
。（
廃
棄
す
る

も
の
や
事
前
連
絡
の
無
い
も
の
は

受
付
で
き
ま
せ
ん
）

　
 修
理
相
談

０６
　

修
理
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
内
で
の
軽
補
修
を
含
め
、

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
セ
ン
タ
ー
内
で
の
軽
補
修

は
、
実
費
が
か
か
る
場
合
、
ご
負

担
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
 粗
大
ご
み
の
再
利
用
（
再
販
）

０７
　

粗
大
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
た
ご

み
を
修
復
し
て
再
利
用
（
再
販
）

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
個
人
で
収

益
を
求
め
る
方
は
民
間
の
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
 軽
補
修
講
座

０８
　

身
近
な
軽
補
修
に
つ
い
て
講
座

を
行
う
予
定
で
す
。
内
容
は
未
定

で
す
が
、
行
っ
て
ほ
し
い
補
修
講

座
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
意
見

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

牛
乳
パ
ッ
ク
か
ら
は
が
き
を
作
る

な
ど
素
材
加
工
の
講
座
も
行
う
予

定
で
す
。
出
張
講
座
も
相
談
に
応

じ
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
 リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト

０９
　

廃
棄
物
と
し
て
出
た
も
の
で
リ

サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
を　

月
に

１０

行
う
予
定
で
す
。

　
 分
か
り
や
す
い
施
設

１０
　

親
し
み
や
す
く
分
か
り
や
す
い

施
設
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
意
見
を
集

約
し
て
よ
り
よ
い
施
設
作
り
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ご
意
見
・

ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

問合せ　富良野市リサイクルセンター　拶４２‐２１０２

ごみを１０％を減らす取り組みに向けて

家電製品の修理に協力する緑峰高校カデンジャー
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西
部
　
み
ど
り
さ
ん

　
　
　
～
ラ
ジ
オ
ふ
ら
の
勤
務
～

  ラ
ジ
オ
を
通
し
て
人
づ
く
り

を
ち
ょ
っ
と
だ
け
手
伝
う
つ
も
り
で
し

た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
「
名
古
屋
で
は
、ラ
ジ
オ
で
５
分
の
番
組

に
何
人
も
が
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
、

そ
の
中
か
ら
選
考
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
運

よ
く
出
演
で
き
て
も
ダ
メ
な
ら
す
ぐ
切
り

捨
て
ら
れ
る
厳
し
い
世
界
。
地
域
型
の
ラ

ジ
オ
ふ
ら
の
に
は
、
最
初
は
と
ま
ど
い
も

あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
た
く
さ
ん
の
人
と

触
れ
合
う
中
で
、
番
組
を
作
る
の
は
本
当

に
楽
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま

す
。　
　

現
在
、
ラ
ジ
オ
ふ
ら
の
で
働
く
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
は
１
０
０
人
を
超

え
ま
す
。
ラ
ジ
オ
に
関
わ
る
人
た
ち
か

ら
感
じ
る
の
が
「
富
良
野
に
は
ユ
ニ
ー

ク
で
富
良
野
が
好
き
と
言
う
人
が
多
い
。

ま
ち
を
思
い
、
ま
ち
お
こ
し
を
し
て
い

る
。
そ
う
い
っ
た
意
気
込
み
を
持
っ
た

人
た
ち
に
惹
か
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
私
が
そ
こ
に

端
っ
こ
だ
け
ど
携
わ
っ
て

い
る
こ
と
が
す
ご
く
う
れ

し
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

ラ
ジ
オ
ふ
ら
の
社
長
の

丸
山
一
敏
さ
ん
は
「
現
在

は
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運

営
や
ラ
ジ
オ
番
組
制
作
を

こ
な
し
て
い
ま
す
。
ラ
ジ

オ
ふ
ら
の
に
は
い
な
く
て

な
ら
な
い
存
在
の
一
人
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
「
趣
味
を
全
面
に
取
り

入
れ
た
番
組
と
い
う
の
も

面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
囲
碁
や
写
真
の
こ
と
を
ラ
ジ
オ

で
熱
く
語
っ
て
も
ら
う
と
楽
し
い
番
組

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
昔
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
に
、

馬
車
で
移
動
し
て
い
た
こ
ろ
の
話
や
空

知
川
が
氾
濫
し
た
と
き
の
体
験
な
ど
富

良
野
の
昔
に
つ
い
て
話
し
て
欲
し
い
。

そ
し
て
音
と
し
て
残
し
、
後
世
に
伝
え

て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
抱
負
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

富良野に移る
④

人
　
「
ラ
ジ
オ
ふ
ら
の
」
か
ら
聴

こ
え
る
明
る
く
元
気
な
声
。

夕
方
６
時
か
ら
の
情
報
番
組

な
ど
、
い
く
つ
か
の
番
組
を

担
当
し
て
い
る
の
が
ラ
ジ
オ

ふ
ら
の
の
西
部
み
ど
り
さ
ん
。

平
成
８
年
に
名
古
屋
か
ら
南

富
良
野
町
に
移
り
住
み
ま
し

た
。

　
「
何
も
な
い
真
っ
白
な
冬

の
景
色
。
誰
も
踏
み
入
れ
て

い
な
い
新
雪
に
感
動
し
ま
し

た
」
と
北
海
道
に
住
む
き
っ

か
け
を
話
し
ま
す
。

　

移
り
住
ん
で
か
ら
は
、
観
光
客
相
手

の
飲
食
店
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
富
良

野
に
移
り
住
ん
だ
の
は
、
平
成　

年
。

１６

当
時
、
ラ
ジ
オ
ふ
ら
の
の
開
局
に
携

わ
っ
て
い
た
ク
リ
エ
イ
ト
ス
ク
エ
ア
ー

の
藤
木
さ
ん
か
ら
「
一
緒
に
ラ
ジ
オ
を

や
り
ま
せ
ん
か
」
と
誘
わ
れ
た
事
が

き
っ
か
け
。「
話
が
あ
っ
た
の
は
、
ラ
ジ

オ
ふ
ら
の
開
局
の
３
週
間
前
。
名
古
屋

で
は
、
ラ
ジ
オ
や
イ
ベ
ン
ト
の
司
会
の

仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
立
ち
上
げ

財
政
健
全
化
に
向
け
て

財
政
健
全
化
に
向
け
て
のの

ワ
ン
ポ
イ
ン

ワ
ン
ポ
イ
ン
トト
（
そ
の
２
）

（
そ
の
２
）

◇
地
方
財
政
健
全
化
法
が
成
立
し
ま
し
た
◇

　

今
国
会
で
成
立
し
た
地
方
財
政
健
全
化
法
で
は
、
虚

健
全
段
階
（
情
報
開
示
の
徹
底
）
許
財
政
の
早
期
健
全

化
（
自
主
的
な
健
全
化
）
距
財
政
の
再
生
（
国
な
ど
の

関
与
に
よ
る
再
生
）
の
３
段
階
に
よ
る
早
期
対
策
で
健

全
財
政
の
維
持
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

現
行
制
度
で
の
財
政
再
建
団
体
の
判
断
基
準
は
、
一

般
会
計
の
み
の
実
質
赤
字
比
率
が
対
象
で
し
た
。
新
制

度
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
質
赤
字
比
率
に
加
え
、
全
て

の
会
計
を
対
象
と
し
た
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
一
般
会

計
な
ど
が
負
担
す
る
元
利
償
還
金
及
び
準
元
利
償
還

金
の
状
況
を
表
す
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
す
る

こ
と
と
な
る
実
質
的
な
負
債
の
状
況
を
表
す
将
来
負

担
比
率
の
４
つ
の
指
標
を
健
全
化
判
断
比
率
と
し
て

定
め
、
そ
の
公
表
を
義
務
付
け
ま
し
た
。
平
成　

年
度

１７

の
本
市
決
算
で
は
全
会
計
と
も
黒
字
決
算
で
、
実
質
公

債
費
比
率
も　

.
1
％
と
良
好
で
す
が
、
他
市
町
村
で

13

は
、
国
民
健
康
保
険
会
計
や
病
院
会
計
な
ど
の
多
額
の

累
積
赤
字
に
よ
り
、
判
断
基
準
次
第
で
財
政
再
建
団
体

に
転
落
す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
状
、恒
常
的
に
貯
金
に
依
存
し
た
本
市
の
財
政
は
、

赤
字
決
算
の
前
兆
で
あ
り
、
早
い
段
階
か
ら
の
財
政
基

盤
の
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み
が
、
安
定
的
な
行
政
運

営
と
将
来
の
希
望
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
保
障
す
る
た

め
の
基
礎
と
な
る
こ
と
か
ら
、
実
効
性
の
あ
る
財
政
健

全
化
計
画
の
策
定
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

鰹問
 

財
政
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
６



8こうほう 200７.7

 地域活動レポート⑦

末
広
連
合
会

　

末
広
連
合
町
内
会
（
田
中
靖
雄

会
長
）
で
は
、
５
月
か
ら　

月
ま

１０

で
、
毎
月
１
回
、
全
町
内
会
で
約

３
０
０
人
が
ご
み
拾
い
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

　

年
間
延
べ
２
０
０
０
人
に
も
な

る
末
広
町
の
大
規
模
な
ご
み
拾
い

は　

年
以
上
も
前
か
ら
続
け
ら
れ
、

１０
道
路
に
落
ち
て
い
る
ご
み
も
田
中

会
長
は
「
拾
わ
な
け
れ
ば
た
だ
の

ご
み
、
拾
え
ば
資
源
だ
」
と
言
い

切
り
ま
す
。

　
「
自
分
ら
の
住
ん
で
い
る
と
こ

は
自
分
ら
で
ご
み
を
拾
う
。
み
ん

な
普
段
か
ら
道
路
で
ご
み
を
見
つ

け
た
ら
拾
っ
て
自
分
の
家
に
持
ち

帰
る
人
が
多
い
の
で
、
一
斉
清
掃

の
時
も
ご
み
が
た
く
さ
ん
出
る
わ

け
で
な
い
よ
」
と
、
田
中
会
長
は

み
ん
な
の
努
力
の
積
み
重
ね
が
ご

み
を
少
な
く
し
て
い
る
と
語
り
ま

す
。

　

北
海
道
を
世
界
一
き
れ
い
な
場

所
に
す
る
全
道
一
斉
ご
み
拾
い

「
ラ
ブ
ア
ー
ス
・
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

i
n
北
海
道
」
の
今
年
の
ポ
ス

タ
ー
に
末
広
町
が
写
真
入
り
で
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
月
、
ご
み
拾
い
に
参
加
し
て

い
る
町
内
の
女
性
は
「
全
道
版
の

ポ
ス
タ
ー
に
末
広
町
が
紹
介
さ
れ
、

み
ん
な
続
け
て
い
て
よ
か
っ
た
と

喜
ん
で
い
ま
す
。
と
こ
れ
か
ら
も

ご
み
拾
い
を
続
け
ま
す
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
「
ご
み
の

減
量
に
も
目
を
向
け
た
取
り
組
み

を
行
い
た
い
。
レ
ジ
袋
を
も
ら
わ

な
い
よ
う
に
し
た
り
、
余
分
な
も

み
ん
な
で
ご
み
拾
い
、
草
刈
り
を

き
れ
い
な
地
域
づ
く
り
を

の
を
買
わ
な
い
よ
う
に
し
た
り
し

て
、
ご
み
そ
の
も
の
も
減
ら
す
取

り
組
み
が
課
題
で
す
」
と
田
中
会

長
は
ご
み
ゼ
ロ
に
向
け
て
や
る
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

拾わなければ

ただのごみ

拾えば資源

毎月１回一斉ごみ拾い、草刈を行い、年間２０００人が参加しています。

「全道一斉ごみ拾いの北
海道ポスターに末広町
が載ってみんな喜んで
います」と話す田中会長

連合会・町内会の話題をお知らせください。
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下
御
料

　

下
御
料
地
区（
森
口
敏
文
会
長
）

で
は
、
市
で
行
う
草
刈
り
の
ほ
か

地
域
で
も
道
路
や
河
川
の
草
刈
り

や
ご
み
拾
い
を
行
い
環
境
整
備
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
こ
こ
は
観
光
客
も
多
い
か
ら

雑
草
だ
ら
け
に
し
て
お
け
ま
せ
ん
。

草
刈
り
は
、
害
虫
防
止
の
た
め
だ

け
で
は
な
く
観
光
客
に
気

持
ち
よ
く
来
て
も
ら
う
た

め
に
も
地
域
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
」と
森
口
会
長
は

語
り
ま
す
。

　

以
前
か
ら
下
御
料
地
区

に
住
む
農
家
住
民
と
新
し

く
住
み
出
し
た
非
農
家
の

住
民
が
混
在
す
る
下
御
料

地
区
。農
家
の
人
は
シ
ー
ズ

ン
を
通
し
て
草
刈
機
を

使
っ
て
大
掛
か
り
な
草
刈

り
を
行
い
、非
農
家
の
人
は

年
数
回
、ご
み
拾
い
と
草
刈

り
、排
水
掃
除
を
班
毎
に
行

い
、地
区
の
環
境
整
備
に
努

め
ま
す
。

　

森
口
会
長
は
「
６
月
に
行
う
一

斉
清
掃
は
全
地
区
で
行
う
の
で
、

日
頃
、
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
の
少

な
い
住
民
と
話
を
す
る
貴
重
な
機

会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
」
と
言
い
、

地
域
を
あ
げ
て
の
草
刈
り
は
、
新

し
い
住
民
と
の
交
流
の
場
に
も

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

島
の
下
連
合
会

　

島
の
下
連
合
会（
北
川
等
会
長
）

で
は
、
地
域
の
環
境
整
備
事
業
と

し
て
、
地
域
会
館
の
花
植
え
と
道

路
、
神
社
周
辺
の
ご
み
拾
い
や
草

刈
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

５
月
は
会
館
の
花
壇
に
苗
植
え

と
ご
み
拾
い
を
行
い
、
7
月
に
は

島
の
下
駅
前
、道
路
、ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
、
神
社
、
墓
地
の
草
刈
り
と

ご
み
拾
い
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
ご

み
が
激
増
し
ま
す
。
島
の
下
は
富

良
野
の
入
り
口
な
の
で
住
民
を
あ

げ
て
綺
麗
な
地
域
に
す
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
ま
す
」
と
北
川
会
長
は

語
り
ま
す
。

　

島
の
下
地
域
は
高
齢
者
が
多
く
、

以
前
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
が
地
域
の

環
境
整
備
活
動
を
担
っ
て
き
ま
し

た
が
、
元
気
な
高
齢
者
が
減
る
に

つ
れ
活
動
が
停
滞
し
、
一
昨
年
老

人
ク
ラ
ブ
を
解
散
し
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
地
域
の
環
境
整
備
を

連
合
会
で
引
き
継
い
で
行
っ
て
い

地域コミュニティ３２

ま
す
。

　
「　

歳
を
超
え
た
人
に
ま
で
声

８０
を
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
地
域
の
ご

み
拾
い
や
草
刈
り
に
は
比
較
的
若

い
高
齢
者
の
人
に
声
を
か
け
草
刈

機
を
使
っ
て
綺
麗
に
し
て
い
ま
す
。

　

歳
を
超
え
る
人
に
は
花
壇
の
雑

75草
取
り
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
」
と
北
川
会
長
は
年
齢
に

よ
っ
て
工
夫
し
な
が
ら
役
割
分
担

し
て
い
る
と
語
り
ま
す
。

　

種
か
ら
苗
を
育
て
道
路
沿
い
に

た
く
さ
ん
の
花
を
植
え
て
い
る
鈴

本
直
子
さ
ん
は
、「
高
齢
者
が
多
い

観光客にも喜んで

もらうため草刈り

を行っています

新しい住人との交流の場に
もなっている下御料地区の
一斉清掃

富良野の入口なの

できれいにして出

迎えたい

高齢化で出歩く機会が減った分、花をいじることが多くなった
と言う島の下地区の環境整備事業

と
花
を
植
え
て
く
れ
る
人
が
多
く

な
る
の
で
、
こ
の
地
域
は
花
が

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
出
歩
く
機

会
が
減
っ
た
分
、
身
近
な
環
境
づ

く
り
と
し
て
庭
先
に
花
を
植
え
、

富
良
野
の
入
り
口
と
し
て
出
迎
え

る
気
持
ち
を
伝
え
た
い
で
す
」
と

話
し
ま
す
。

　

地
域
会
館
の
花
壇
や

近
所
の
庭
に
も
植
え
ら

れ
た
花
の
苗
は
、花
の
好

き
な
高
齢
者
や
地
域
の

多
く
の
人
た
ち
で
、水
や

り
や
雑
草
と
り
が
行
わ

れ
、大
切
に
育
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

「年齢による役割分担を工夫し
ながら環境整備を行っていま
す」と語る北川会長
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今
年
は
モ
デ
ル
地
区
を
設
け
て
試
行
へ共

同
管
理
の
考
え
方

　

市
内
に
は　

箇
所
の
公
園
と
緑

84

地
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
市

民
生
活
に
身
近
な　

箇
所
に
つ
い

59

て
、
市
と
地
域
が
共
同
で
管
理
を

行
う
と
い
う
新
た
な
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
地
域
の
人
た
ち
が
「
親

し
み
の
あ
る
使
い
や
す
い
公
園
」

と
し
て
の
工
夫
と
利
用
を
高
め
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
層
の
発

展
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

公
園
管
理
の
現
状

　

現
在
、
公
園
と
緑
地
の
管
理
は
、

遊
具
の
定
期
的
な
検
査
な
ど
を
除

き
、
委
託
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
、

虚
清
掃
、
草
刈
、
除
礫
作
業
、
許

ト
イ
レ
の
清
掃
、
距
噴
水
池
、
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
の
清
掃
、
鋸
遊
具
や

施
設
の
巡
回
点
検
、
漁
樹
木
、
芝

な
ど
の
管
理
禦
開
園
、
閉
園
作
業

な
ど
が
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

地
域
と
の
共
同
で

　

共
同
事
業
と
し
て
地
域
の
協
力

が
可
能
な
事
例
と
し
て
、
虚
空
き

缶
な
ど
の
収
集
、
清
掃
作
業
、
許

遊
具
等
の
点
検
、
軽
微
な
補
修
や

塗
装
作
業
、
距
樹
木
や
花
壇
な
ど

の
維
持
管
理
、
鋸
草
取
り
、
草
刈

り
作
業
、
漁
異
常
を
発
見
し
た
時

の
通
報
や
情
報
提
供
な
ど
を
考
え

て
い
ま
す
。

モ
デ
ル
地
域
で
試
行

　

こ
の
協
力
事
例
に
つ
い
て
は
、

新
光
町
第
1
、
第
２
町
内
会
、
北

の
峰
第
6
町
内
会
、
麻
町
連
合
会
、

住
吉
町
第
2
町
内
会
と
現
在
も
相

談
を
し
て
い
る
段
階
で
す
が
、
い

く
つ
か
の
項
目
に
つ
い
て
協
力
が

得
ら
れ
た
段
階
か
ら
順
次
、
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
試
行
し
て
い
く
考

え
で
す
。

意
見
交
換
の
内
容
か
ら

　

連
合
会
長
会
議
で
は
、
モ
デ
ル

地
区
の
取
り
組
み
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
今
後
、
共
同
管
理
に
つ
い

て
「
で
き
る
公
園
か
ら
」「
で
き
る

こ
と
か
ら
」「
で
き
る
地
域
か
ら
」

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
意
見
交
換
の
中
で
、
虚

共
同
管
理
の
目
標
と
す
る
考
え
方
、

許
邪
魔
に
な
っ
た
樹
木
を
伐
採
し
、

果
実
の
実
る
木
を
地
域
で
植
え
た

い
場
合
な
ど
の
判
断
、
距
遊
具
の

点
検
や
塗
装
、
樹
木
の
剪
定
は
地

域
で
は
無
理
な
こ
と
、
鋸
事
故
な

ど
の
責
任
と
地
域
の
関
係
、
漁
汚

れ
た
砂
場
の
砂
の
入
れ
替
え
は
市

が
行
う
の
か
な
ど
、
い
く
つ
か
の

確
認
事
項
や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

市
で
は
、
虚
今
後
も
市
の
責
任

で
管
理
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
は

変
わ
り
な
い
こ
と
、
許
遊
具
の
検

査
や
大
掛
か
り
な
樹
木
の
剪
定
、

機
械
力
を
要
す
る
草
刈
、
砂
の
補

充
や
入
れ
替
え
な
ど
は
市
が
行
な

い
、
地
域
の
協
力
は
想
定
し
て
い

な
い
こ
と
、
距
ご
み
や
草
取
り
、

遊
具
の
巡
回
見
守
り
、
部
分
的
な

塗
装
な
ど
誰
も
が
で
き
る
こ
と
の

１
つ
で
も
取
り
上
げ
て
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
生
か
し
て
ほ
し
い

こ
と
、
鋸
地
域
の
工
夫
が
生
か
さ

れ
る
公
園
に
し
て
い
き
た
い
、
な

ど
の
考
え
方
を
示
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
連
合
会
長
会
議
で
は
、

こ
の
ほ
か
に
、
虚
除
雪
業
務
の
報

告
、
許
敬
老
祝
金
の
改
正
、
距
住

民
税
の
改
正
、
鋸
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
の
分
別
、
漁
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、
禦
国
道
・
道
道
の
交

差
点
改
良
、
魚
協
会
病
院
跡
地
利

活
用
基
本
方
針
、
亨
北
海
へ
そ
祭

り
、
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
祭
り
へ
の
参

加
要
請
、
享
中
心
街
活
性
化
セ
ン

タ
ー
「
ふ
ら
っ
と
」
の
利
活
用
、

京
児
童
生
徒
の
食
育
推
進
、
供
農

地
・
水
・
環
境
保
全
対
策
事
業
な

ど
に
つ
い
て
、
取
り
組
み
状
況
の

報
告
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

本
年
度
の
第
1
回
連
合
会
長
会
議
が
5
月
　
日
、　

地
区

30

32

の
連
合
会
か
ら
　
連
合
会
長
が
出
席
し
て
市
役
所
大
会
議

29

室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
公
園
と
緑
地
の
共
同

管
理
を
テ
ー
マ
に
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ

の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

連合会長会議を開催しました 公
園
・
緑
地
を
市
と
地
域
の
共
同
管
理
で

問い合わせ

企画振興課

　維３９‐２３０４
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ご
高

齢
の
方
か
ら
の
相
談
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域

の
み
な
さ
ん
か
ら
の
相
談
も
お
受
け
し
て

い
ま
す
。

　
「
近
所
に
住
む
高
齢
者
の
こ
と
が
心
配
。

で
も
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
…
」
こ
ん
な
と
き
は
、
ま
ず
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
例

・
足
腰
が
弱
く
な
り
買
物
や
通
院
に
苦
労

し
て
い
る

・
以
前
と
は
明
ら

か
に
様
子
が
変
わ

り
、
別
人
の
よ
う

に
感
じ
る
こ
と
が

あ
る

・
目
的
も
な
く
長

い
時
間
歩
き
続
け

て
い
る

・
悪
質
な
訪
問
販

売
の
被
害
に
遭
っ
て
い
る

・
か
ら
だ
に
不
自
然
な
あ
ざ
や
傷
が
あ
る

し
ば
ら
く
姿
を
み
な
い　

・
こ
の
よ
う
な
高
齢
者
に
お
心
当
た
り
の

方
は
、
ぜ
ひ
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

架
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
）

　
　
　
　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
２
５
５

高
齢
者
の
こ
と
は
地

域

包

括

支

援

セ
ン

タ
ー
へ

平
成
　
年
度

１８

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
に
つ
い
て

　

農
業
・
農
村
は
、
単
に
食
料
を

供
給
す
る
基
盤
と
し
て
の
役
割
だ

け
で
は
な
く
、
農
業
生
産
活
動
な

ど
を
通
じ
国
土
や
水
資
源
の
保
全
、

良
好
な
景
観
形
成
な
ど
の
多
面
的

機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
中
山
間
地
域
は
傾
斜

地
が
多
く
農
業
生
産
活
動
が
不
利

な
地
域
の
た
め
、
耕
作
放
棄
地
の

増
加
な
ど
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
本

制
度
は
、
平
成　

年
度
か
ら
５
カ

１２

年
の
前
期
対
策
に
引
き
続
き
、
平

成　

年
度
か
ら
５
カ
年
の
対
策
と

１７
し
て
生
産
条
件
の
格
差
な
ど
を
集

落
へ
直
接
支
払
し
、
耕
作
放
棄
防

止
等
に
努
め
る
も
の
で
す
。
本
制

度
の
透
明
性
を
確
保
す
る
観
点
か

ら
実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象
農
用
地
及
び
対
象
基
準

●
急
傾
斜
農
用
地
（
田
で
１
／　

、
２０

畑
・
草
地
・
採
草
放
牧
地
で　

度
１５

以
上
）

▼
次
の
基
準
の
う
ち
、
市
町
村
長

な
ど
が
特
に
必
要
と
認
め
る
も
の

●
緩
傾
斜
農
用
地
（
田
で
１
／　

、
１００

畑
・
草
地
・
採
草
放
牧
地
で
８
度

以
上
）

富
良
野
市
の
実
施
状
況

◆
集
落
数　

１
集
落

◆
協
定
参
加
者　

７
９
７
人

◆
交
付
対
象
面
積

２
０
５
０
万
２
７
０
㎡

◆
交
付
金
額

１
億
３
７
０
７
万
４
４
円

交
付
金
の
使
わ
れ
方

　

対
象
と
な
る
集
落
の
集
落
協
定

に
基
づ
き
、
集
落
へ
支
払
う
交
付

金
の
う
ち
、
１
／
２
は
農
業
者
に

直
接
配
分
し
、
１
／
２
は
集
落
の

共
同
取
り
組
み
活
動
と
し
て
、
農

道
、
水
路
、
堤
防
な
ど
の
環
境
整

備
に
充
て
ら
れ
ま
し
た
。

主
な
共
同
取
組
活
動

虚
農
道
、
水
路
な
ど
の
定
期
的
な

泥
上
げ
や
草
刈
り
、
簡
易
補
修

許
エ
ゾ
シ
カ
侵
入
防
止
柵
の
設
置

と
周
辺
林
地
の
下
草
刈
り

距
共
同
利
用
農
業
機
械
の
購
入

鋸
担
い
手
の
育
成

漁
有
害
鳥
獣
の
駆
除

禦
環
境
美
化
活
動
と
し
て
道
路
や

庭
先
へ
の
花
壇
造
成
、
並
木
道
な

ど
の
環
境
整
備

魚
河
川
・
堤
防
の
環
境
美
化

鰹問
 

農
林
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
９

駅
前
広
場
通
行
規
制
の
お
知
ら
せ

　

工
事
期
間
中
駅
前
広
場
は
駅
利
用
者
並
び
に
市
民
の
方
の

一
般
車
輌
は
進
入
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ご
迷
惑
、
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期　

間　
　

5
月
1
日
→　

月　

日

１２

20

※
駅
前
広
場
の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
身
体
障
が
い

　

者
の
仮
駐
車
場
を
駅
北
公
園
横
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

問合せ
旭川土木現業所　
富良野出張所
鼓２３‐２１６８

中心街整備推進課
鼓39‐2315

サマージャンボ
宝くじ

この宝くじはの収益金は、

市町村の明るく住みよい

まちづくりに使われます。

発売期間は　

　７月１９日牙から
　８月７日峨まで

抽せん日は　

　８月１６日牙
北海道市町村振興協会
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葛オープニングセレモニー
葛音楽パレード
葛子どもへそ踊り大会
葛 神輿 

みこし

葛北海へそ踊り大会（図腹限定）
　午後７時→８時
葛ビールパーティほか

葛弥栄太鼓の演奏
葛各種イベント
葛 神輿 

みこし

葛フリーマーケット
葛北海へそ踊り大会（フリー）
　午後７時～８時３０分
葛表彰式
葛エンディングセレモニーほか

７月２８日臥

主な日主な日程程

第3９第3９回回

北北海海
へそ祭へそ祭りり

親と子の親と子の絆絆

市民同士の絆を深市民同士の絆を深めめ

確かめ合う日として図腹のみの踊りとなり確かめ合う日として図腹のみの踊りとなりまま

すす。。

伝統のへそ踊りをエネルギッシュに踊りま伝統のへそ踊りをエネルギッシュに踊りませせ

んかんか。。

　　　　 日のへそ踊りのコンセプト２２８８

へその街に集まった観光客へその街に集まった観光客とと

へその街に住む市民との絆を深める日としへその街に住む市民との絆を深める日としてて

図腹を基本としつつも、浴衣・仮装・飛び図腹を基本としつつも、浴衣・仮装・飛び入入

りなど自由な形で参加できるパレード踊りりなど自由な形で参加できるパレード踊りをを

行います行います。。

観光客の方も、お腹を出せない方観光客の方も、お腹を出せない方もも

一緒に踊りませんか一緒に踊りませんか。。

　　　　 日のへそ踊りのコンセプト２２９９

７月２９日蚊

北海へそ祭りについて
市民や観光客に対しＰ
Ｒを行うとともに、過
去３８回の祭りを振り返
ります。踊りグッズや
写真、ポスターなどを
展示します
期　間
７月３日峨 → ３０日俄
ところ
中心街活性化センター「ふらっと」

へ
そ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

へ
そ
将
棋
大
会

木村一基八段と指導対
局ができる方を募集し
ます。ルールがわかり
対局できる方とします。
と　き　７月２９日蚊
ところ　へそ祭り広場
申込み　７月１７日峨ま
でに下記まで
※小中学生３名、高校
生以上６名（先着）

問合せ・申込み
鈴木・外崎　拶３９‐２３１３

問合せ

北海へそ祭り実行委員会

（商工観光課）

維３９‐２３１２
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ふらのへそマラソン 北海イカダ下りin空知川

開会式　
ふらのワイン工場駐車場
ラベンダーウォーク　
　先着３０名までのオープ
ン参加が出来ます（当日会
場受付）　

問合せ・申込み
体育協会　拶23‐9666

と き ７月2９日蚊 午前８時４５分開会式
午前９時３０分スタート

スタート　布部大橋
ゴール　　富良野大橋
参加料　　無料
申込み　　７月１３日画

問合せ・申込み
商工観光課　拶３９‐２３１２

と き ７月２２日蚊 午前１１時スタート

フリーマーケット 特産市出展者募集

ところ　
エーコープ朝日店駐車場
出店募集数　
３０店（１区画 ２ｍ×２ｍ）
出店料　５００円
申込み　７月２５日我

問合せ・申込み
ふらのまちづくり株式会社　

拶23‐５１７７

と き ７月２９日蚊 午前９時→午後１時

２８日　午後３時→９時
２９日　午前１０時→午後９時
ところ　
エーコープ朝日店駐車場
申込み　　７月１３日画

問合せ・申込み
商工観光課　拶３９‐２３１２

と き ７月２８日臥・２９日蚊

祭り期間中の交通規制にご協力ください

７月２８日臥午前５時～３０日俄
午前１１時まで■の部分が歩行
者天国になります。
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遅れたことを深くお詫び申し上げま
す。
　学校のプール授業については、中
心街活性化センターを利用し、低学
年は教育バスで送迎しています。ま
た、幼稚園や保育所についても、同
センターの幼児用プールを活用いた
だきます。なお、プール授業や未就
学児童は、無料でご利用いただけま
す。
　教育委員会としましては、休止の
決定をする前のパブリックコメント
や説明会などでの意見や要望を踏ま
えて、平成19年度については夏季30
日間を開設します。今後、若葉屋外
水泳プールの現状確認とプールのあ
り方について引き続き協議し、ご理
解をいただきたいと考えています。

協会病院跡地利活用方針
意見提出者（件数）　１人（１件）
■本方針案は庁内会議の結果として
決断していますが、管理職は真剣に
市全体の１０年先のビジョンをもって
各種団体長で組織する協議会だけで
なく広く市民の方々（多業種）とも
知恵を絞り市の将来を考えて意見を
聞いたのだろうか、もっともっと情
報を収集し、各部における市民との
対話、意見を求める作業があって然
るべきであり、自分たちが一部の意
見を都合の良い様に解釈して決断し
たとしたならば安直な考えであり大
変残念な結果です。
葛今後、富良野市がめざさなければ
ならない将来像として「コンパクト
なまちづくり」を踏まえ、庁内各部
が多様な考察を行ったうえでの検討
結果で、決して限られた意見による
ものではないことをご理解いただき
たいと存じます。
■民間活力を導入するとしているが、
跡地全体が対象なのか一部分が対象
なのか不明であり、まず、跡地利活
用に関する条例制定に着手すべきで
はないだろうか。
葛跡地利用は全地を対象としていま
す。条例制定にあたっては今後、執
行に必要な要綱、要領を定めていき
ます。
■そもそも民間活力の導入とは、市
が実施している事務事業や施設の管
理運営について効率性（コスト削減）、
専門性、行政責任の確保等の観点を
踏まえ市民サービスの向上をめざし
て実施するものであり、その論議は

なされたのだろうか。
葛本方針（案）は、市街地の空洞化
の解消と街なかの賑わいと活気のあ
るまちづくりを目的に早急な跡地利
活用を図るものであることから、ご
指摘の民間活力の導入の趣旨での活
力導入ではないことをご理解いただ
きたいと存じます。
■公募するとの判断は、市民の代表
である市議会議員に報告だけではな
く合意形成はできているのであろう
か。
葛５月１３日開催の議員協議会に基本
方針(案)を示させていただきました
ので、今後、議会において議論をし
ていただくものと考えております。
■同地区は、平成１３年度策定の富良
野市中心市街地活性化基本計画にお
いて「医療ゾーン再編整備事業」と
して位置づけているが、変更手続き
はどういう手順を経る予定なのか。
葛平成１８年９月に中心市街地活性化
法が改正され、新たに「新富良野市
中心市街地活性化基本計画」の策定
が必要となっておりますので、平成
１９年度内策定に向け作業を取り進め
ているところです。
■公募するにあたっては、改めて「要
綱の策定を行い最も効果が期待でき
る提案を選定する」としております
が、その場合上記本部会議のみなら
ず有識者を交えて市内・外企業の制
限、既存業種との競合、雇用基準等
を十分配慮しなければならないと思
われます。
葛跡地利活用の基本的要素を踏まえ、
公募策定委員会（仮称）並びに民間
事業者選定委員会（仮称）設置など
を定めた公募要領などを定めるとと
もに、その委員構成については十分
配慮を行い取り進めていきたいと考
えています。
■本基本方針（案）に、本年２月１５
日付けで中心街整備推進室が市民を
対象として「跡地利用の意見募集」
していたはずですが、その報告がな
されていなかったのが残念です。
葛今回のパブリックコメントについ
ては、「協会病院跡地利活用基本方針
（案）」を示した内容でありますので、
市民を対象とした「跡地利用の意見
募集」の集約報告書では無いことに
ご理解を願います。なお、いただき
ました１９件の意見は今後の作業で貴
重な意見として取り扱いをいたしま
す。
■総じて、単に他力本願的発想で公

募してその中から選定するという考
え方には同意できない。
葛地域センター病院の移転にともな
う中心市街地並びに周辺商店街への
影響を十分認識し、市街地の空洞化
の解消、街なかの賑わいと活気のあ
るまちづくりをめざし、早急な跡地
利活用に取り組むことが重要として
策定したことをご理解いただきたい
と存じます。

富良野市立養護老人ホーム

設置条例の一部改正
意見提出者（件数）　１人（１件）　
■寿光園は施設も新しく入所者は
「快適である」と評判も良いが利用者
は現在「自立生活が可能な者」が条
件とされている。
　この様な施設が市内に数多く設置
されることが望ましいが、もう一歩
踏み込んで要支援者、要介護者が入
居も可能となるよう是非とも設備を
整えていただきたい。市民の年令が
高齢化して来ており、一段と独居老
人が増えて介護保険の適用となって
はいるものの自宅での生活がままな
らず不便を強いられている者がいか
に多いかと言うことを調査していた
だければ明らかになると思う。
　最終的な養護老人施設である「北
の峰ハイツ」なども常に満室の状態
で約３倍の数の入居希望者が順番待
ちの状況と聞いている。今まで市の
活性化を担って来た老人達の労に少
しでも報いてあげるべきである。
葛本件は、老人福祉法の改正により
施設の目的に「入所者が自立した生
活を営み、社会的活動に参加するた
めに必要な指導及び訓練その他の援
助を行なうこと」が加えられ、合わ
せて、介護保険の改正により養護老
人ホームの入所者が要介護などの状
況になった場合には、介護保険サー
ビスの利用が可能になったことに伴
い、設置基準の見直しを行なうもの
でありあり、ご意見の趣旨にそった
制度となります。
　また、ご指摘のように介護老人福
祉施設である特別養護老人ホームは、
要介護認定者の増加に伴い、特別養
護老人ホーム北の峯ハイツを含めて
富良野沿線の施設においても待機者
が多くいると聞いています。特別養
護老人ホームなど介護に係る施設整
備については要介護者の動向を勘案
し、民間活力の利用を含め検討しま
す。
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パブリックコメント手続
（共通事項）
意見を提出できる方
虚市内に住んでいる方許市内で働い
ている方距市内で学んでいる方鋸市
内に事業所がある法人や団体
提出方法
虚封書・ファックス・電子メールな
ど書面（様式自由）や録音テープで
お寄せください。
許担当課窓口に直接提出（公表場所
に設置している意見箱にも）
距意見を提出するときは、住所・氏
名などを記入してください。氏名な
どは公表しませんが、記入がない意
見には回答できない場合もあります。
原案の公表場所
●行政情報コーナー（市役所１階）
●山部・東山支所窓口●担当課
●市ホームページ

（市民の意見募集）
富良野市青少年表彰制度の

制定について
意見募集期間　
平成１９年７月２日俄→７月２３日俄
制度の必要性　
　本市に在住する満20歳から満31歳
までの青年を対象に、勤労意欲に富
み、社会活動、家庭生活及び青年の
活動において他の模範となる方を
「富良野市優良青年表彰規則」にもと
づき表彰しています。しかし、この
表彰制度は昭和33年制定以来、４８年
の年月が経過し、社会環境も大きく
様変わりしており、表彰を受ける青
年の意識の変化や価値観の多様化、
被表彰青年の職業にも偏りが出るな
どの問題が生じています。
　このため、教育委員会では富良野
市社会教育委員会議に優良青年表彰
の在り方を諮問したところ、青年個
人のみを表彰の対象とするものから
少年から青年までの個人・団体の活
動の功績を称える内容に見直しを図
るべき、との答申がありました。
　答申を受けて教育委員会では、制
度の見直し原案を作成しました。
制度の概要
目的　他の模範となる青少年の個人、
団体の行いを表彰して、青少年に誇

りと自信を持たせ、次代を担う市民
として、豊かな心と実践力の育成高
揚を図ることを目的とするものです。
対象　市内に居住する学齢始期から
おおむね30歳までの個人及びおおむ
ね30歳までの青少年で組織されてい
る青少年団体
表彰の基準
１）個人　次のいずれかの活動を3年
以上実践している青少年。
虚地域社会における日常生活におい
て、責任、勤勉、奉仕などの徳性が
高く、明るい地域社会の向上に寄与
したと認められる行為。
許公共福祉のため、勇気ある行為や
努力を示すなど、他の青少年の模範
となる活動。
距職場で創造性や協調性を発揮し、
他の模範となる活動や地場産業の振
興に貢献する活動。
鋸青少年団体の指導・育成に貢献し、
成果をあげる活動。
２）団体　次の活動を３年以上継続
して実践している団体
　文化、教養、体育または奉仕活動
を目的として組織されている団体で、
堅実な活動を常時または定期的に行
い、他の青少年団体の模範となる団
体。
推薦方法　表彰の基準に該当する個
人または団体を、それぞれの関係団
体及び機関の長が、別に定める日ま
でに教育委員会に推薦する。
今後のスケジュール
平成１９年８月　パブリックコメント
　　　　　　　の結果公表予定
平成１９年８月　教育委員会審議
問合せ/意見提出先
社会教育課
〒０７６‐0018　
弥生町１番２号　富良野文化会館
志39‐2318　思23‐3546
電子メール　
 syakai-k@city.furano.hokkaido.jｐ

富良野市農業計画審議会条例

の一部改正（素案）について
意見募集期間　
平成１９年７月２日俄→７月２３日俄
改正の目的　
　第2次富良野市農業計画の計画期
間が平成20年度で終了するため、新
たな農業計画の策定を行うものです。
　これまで、審議会には農業者を代
表する方と学識経験者を委員とし、
計画策定に審議をいただいていまし
たが、新たな計画策定にあたっては
広く意見を聞くため、一般公募も含

めて各分野の方に審議をいただける
よう一部改正するものです。
今後のスケジュール
平成１９年８月　パブリックコメント
　　　　　　　の結果公表予定
平成１９年９月　議会審議
問合せ/意見提出先
農林課
〒０７６‐8555　弥生町１番１号　
志39‐2309　思23‐2122
電子メール　
 nousei-k@city.furano.hokkaido.jｐ

（パブリックコメント手続の
結果について）
若葉屋外水泳プールの休止
意見提出者（件数）１団体１人（１１件）
虚休止の話が出てきた経緯。許もっ
と前に地域住民に知らせる手立ては
なかったのか。距なぜ廃止ではなく
休止なのか。修理しての再開は考え
ているのか。鋸修繕にどの程度の費
用がかかるのか。漁低学年が授業で
使用しているが、今後のプール授業
はどうなるのか。禦身近なプールが
なくなると、水泳に親しむ機会が少
なくなると思うが。魚夏は太陽の下
で子ども達を遊ばせたいという意見
が多い。亨幼児や低学年にとっては
「ふらっと」まで距離があり、お金を
もたせて歩かせることを心配する保
護者も多い。享期間を短くして夏休
み中だけの開設などは考える余地は
ないのか。京この件について話し合
いの席を設けるといったことは考え
ていないのか。供子どもたちが10年
も通ったプール、是非修繕して継続
してほしい。寄付など集めるのも一
案ではないでしょうか。
葛若葉屋外水泳プールは、利用者の
みなさんに安全で快適にご利用いた
だけるよう運営管理に努めてきまし
た。しかし、昨年８月より老朽化に
よる漏水が著しく見られたために、
施設を改修するには、シート張り補
修で約650万円、新たな施設を建設す
ると約5,000万円の建設費が必要と
なります。このような多額の負担は
財政的に困難でありますので、今後
のプールの運営について、休止に向
けて手続きをとるためにスポーツ振
興審議会・体育協会理事会・教育委
員会などの協議を経て、１月広報で
パブリックコメントのお知らせとな
り、市民のみなさんへの情報提供が

市民参加手続の
ページ

概要のみ掲載。全文は公表場所で
ご覧ください。
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富小っ子見守り隊

良野小学校父母と先生の会（津

山正樹会長）では、「富小っ子見

守り隊」の結成式が行われました。同

隊は、児童生徒の登下校時における安

全を見守り、事故を未然に防ぐことを

目的とし、日常生活の中で無理なく、

長く見守っていくことにしています。

出席した隊員１２４名には隊員章が渡さ

れ、「富小っ子」を見守っていくこと

が確認されました。

富

川にたくさんの魚を

知川布部大橋たもとで市民幼魚

放流会が５月２６日に行われ、市

民約５０人が参加しました。主催は空知

川に魚を育む会（佐藤邦昌会長）と富

良野市で、空知川に魚がすめる川にす

ることを目的に今年で２５回目。会場で

は、体長１０から１５センチのアメマス約

６０００匹を放流。なかには３０㎝以上のも

のも。今年は他に６箇所で約３万匹が

放流されました。

空

行
っ
た
も
の
。
な
だ
ら
か
な
周
回

コ
ー
ス
は
約
６
㎞
で
、
案
内
看
板

や
あ
ず
ま
や
が
設
置
さ
れ
て
ま
す
。

東
大
演
習
林
教
員
の
宮
本
さ
ん
は

「
こ
の
山
は
、熊
の
危
険
が
少
な
く
、

絶
滅
危
惧
種
な
ど
貴
重
な
植
物
が

存
在
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
天
気

の
良
い
日
に
は
、
夕
張
岳
や
芦
別

岳
が
見
え
ま
す
」
と
観
察
路
の
魅

力
を
話
し
ま
す
。

　
こ
の
自
然
観
察
路
は
、
入
林
簿

に
住
所
氏
名
を
記
入
す
る
だ
け
で
、

入
林
が
許
可
さ
れ
自
由
に
散
策
や

観
察
が
で
き
ま
す
。

　

入
林
場
所
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.uf.a.u

        
 
 
       -  

tokyo.ac.jp/hokuen

                  /  

問
合
せ
　
東
京
大
学
北
海
道
演
習
林

　
　
　
　
　
拶
４
２
‐
２
１
１
１

　
東
京
大
学
北
海
道
演
習
林
の
主

催
に
よ
る
植
樹
祭
が
５
月
　
日
に

３１

行
わ
れ
、
演
習
林
職
員
、
演
習
林

Ｏ
Ｂ
、
林
業
関
係
者
、
富
良
野
市

な
ど
約
　
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

５０

　
今
年
の
植
樹
祭
は
、
昭
和
　
年
５６

の
台
風
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
、

西
達
布
（
三
の
山
奥
地
）
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
風
害
の
翌
年
か
ら
復

旧
作
業
が
始
ま
り
、
当
時
植
樹
さ

れ
た
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
は
３
メ
ー
ト

ル
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

継
続
し
た
取
り
組
み
と
し
て
、
ア

カ
エ
ゾ
マ
ツ
を
６
０
０
本
を
植
え

ま
し
た
。
林
業
関
係
者
が
多
い
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
手
馴
れ
た
手

つ
き
で
約
１
時
間
の
作
業
で
終
了

し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
今
年
の
５
月
２
日
に

オ
ー
プ
ン
し
た
、
神
社
山
自
然
観

察
路
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
観

察
路
は
、
平
成
　
年
に
北
海
道
演

１６

習
林
と
富
良
野
市
と
の
間
で
、
地

域
交
流
協
定
が
締
結
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
市
民
や
地
元
の
小
中
学

生
が
演
習
林
の
自
然
に
親
し
み
、

自
然
教
育
や
観
察
を
行
え
る
場
所

と
し
て
、
神
社
山
（
樹
海
中
学
校

北
側
）
に
自
然
観
察
路
の
整
備
を

東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東
京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北
海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海
道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道
演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演

習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習
林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林
ににににににににににににににににににににに
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植
樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹
祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭

ががががががががががががががががががががが
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
ままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
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占冠村
雲海テラスを体感してみませんか？

　凛とした空気の中で、視界いっ
ぱいに広がる幻想的な雲海を眺め
ながら、優雅なカフェタイムを。
トマムの朝。ゴンドラで向かうテ
ラスには、この世のものとは思え
ない雄大なロケーションが待って
います。

架アルファリゾートトマム

　　　　　　　　 拶５８‐１１２２

中富良野町
大迫力の花火大会！！

２００７ラベンダーまつり

　７月１５日蚊フラワーパークを会場
に、生バンド演奏やお笑いライブ、
キャラクターショー・各種ゲーム・
繁穫祭（はんかくさい）などのイベ
ントが盛りだくさん。
　夜は、北星山を背景に繰り広げら
れる花火をぜひご覧ください。

架実行委員会 　拶４４‐2123　

南富良野町

太陽と森と湖の祭典
第３６回かなやま湖々水まつり

　７月２８日臥、かなやま湖畔キャ
ンプ場を会場に、「ライブインかな
やま湖」と題したコンテストライ
ブが開催され、ストリートミュー
ジシャンやアマチュア音楽家が熱
いステージを繰り広げます。
　２９日蚊は、歌謡ショーやキャラ
クターショーなどイベントが盛り
だくさん。フィナーレを飾るのは
花火大会！湖を渡る７００メートル
のナイアガラの滝は必見です。

架実行委員会　 拶５２－２６０５

まちのできごと
ZOOMUP
FURANO

「わたしの美術館」では、みなさんの作品（絵・手芸・工作など）を募集して

います。自薦・他薦は問いませんので、たくさんのご応募をお待ちしています。

応募、問合先は･･･企画振興課　拶３９‐２３０４

中央保育所
３・４・５歳児
の作品です

作

「なつのおともだち」

子どもたちが大好き

な昆虫を作りました。

それぞれ個性が出て

上手に出来ました。

民館フェスタが６月１６日・１７日

に文化会館で行われ、両日で約

２８００人の市民が訪れました。

　当日は、ピアノ・日舞・詩吟・合

唱・民謡・カラオケ・吹奏楽 などの

芸能発表や絵画・お花・写真・陶芸な

どの作品展示が行われ、訪れた方を魅

了しました。そのほか、ジャンボ迷路

やドキドキ科学体験広場では多くの

子どもたちが楽しむ姿もありました。

公

日ごろの活動の成果を発表

良野市国道花いっぱいの会で

は、昨年に引き続き「花植えボ

ランティア活動」を行いました。

　６月１２日、１３日に事前の草取り作業

を行い、２６日に植栽を実施。苗は旭川

開発建設部が提供し、老人クラブ連合

会、商工会議所女性部などが参加して

市民生協から市場までの国道３８号線

の植樹帯にマリーゴールド、サルビア

など約３０００本の花の苗を植えました。

富

国道に花を咲かせましょう！

上富良野町

かみふらの花と炎の

四季彩まつり

と　き　７月２９日蚊１０時開催予定
ところ　日の出公園会場（予定）
１１時　ラベンダー結婚式
１２時　子どもキャラクターショー
１５時　子どもキャラクターショー
１７時　よさこいステージ
１８時　大泉逸郎ステージ
１９時　行灯パレード
２１時　花火大会
架運営委員会　拶45‐２１９１
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 譲
り
ま
す
 

捌
綿
入
丹
前
捌
ベ
ビ
ー
ふ
と
ん
（
６
点

セ
ッ
ト
）
捌
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ト
捌
電
気

コ
タ
ツ
捌
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ト
捌
剣
道

着
（
小
学
生
）
捌
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア

ノ
捌
灯
油
タ
ン
ク
（
室
内
用
）
捌
電
話

機
捌
布
団
袋
捌
食
器
棚

 譲
っ
て
く
だ
さ
い
 

捌
工
業
用
ミ
シ
ン
捌
小
型
テ
レ
ビ
捌
石

油
ス
ト
ー
ブ
（
煙
突
式
）
捌
ミ
シ
ン
捌

靴
箱
捌
ソ
フ
ァ
ー
捌
釣
道
具
一
式

消費者相談 Ｑ＆Ａ

１０年前訪問販売で６６万円の羽毛ふとんを買い、それ
から５年たって点検だという人が来ました。購入会

社と違う会社名だったので、聞いたけれど答えは無く、
布団が駄目になっているから打ち直さなければならない
と言われ契約しました。その後次々と布団の訪問販売業
者が来て、全部で８回４００万円近い契約になりました。そ
の内３回、会社名は別々なのに同じ人が来ました。騙さ
れた気がするし、支払いも出来ないので何とかならない
でしょうか。

布団に限らず次々販売では、この相談のように同じ
人物が来たとか「以前買った物の件で」と消費者の

情報をわかっていて同じ会社を装うという相談が寄せら
れています。相談者は次々とクレジットを組み、最後は
消費者金融から借入れをさせられ現金で支払っていまし
たが、消費者金融からの借入れだという事を認識してい
ませんでした。クレジットが組めないほど多重になると
現金でというのも次々販売のパターン。この相談は結局、
弁護士相談する事になりました。悪質業者はドンドン販
売し何年かすると会社を解散するというのも多く、従業
員達がセールス方法はそのままで別会社を作るという事
案も多数見られます。会社が無ければ交渉する事も不可
能なので、おかしいと思ったらすぐに相談しましょう。

Ｑ

A

ごみＱ＆Ａ
去年買った未使用の花火が残っているのですが、何ごみに出せ
ばいいですか？

分別に迷ったら、環境生活課(緯３９‐２３０８)へ

Ｑ寄付  ありがとうございます

未使用の花火は、ごみに混ぜると火災の危険性があります。お
手数をお掛けしますが市役所環境生活課（1階）に持参くださ

い。また、使用後の花火は、水できちんと火の始末をして固形燃料
ごみで排出してください。

Ａ

ダ
イ
ヤ
ル
交
換
市

◆
登
録
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

◆
登
録
期
間
は
６
カ
月
で
す
。

消費生活センターと各支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

「会社名は違うのに同じ人」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４０代　女性）

割れた食器や化粧品のびんは何ごみに出せばいいですか？Ｑ
食器や化粧品のびんは、最寄の陶磁器・ガラス専用コンテナ
（びんポスト横にある青いコンテナ）に袋などに入れずそのま

ま入れてください。決して蛍光管や電気製品などは、入れないでく
ださい。また、びんポスト及び陶磁器・ガラス専用コンテナがいっ
ぱいになっている場合がありましたら、直ちに収集にあがりますの
で市役所環境生活課まで連絡ください。

Ａ

消費相談・ダイヤル交換市は
架富良野市消費生活センター 
　若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
　月→金曜日 午前１０時→午後４時

※クーリング・オフ葉書は富良野郵便局、
　若葉郵便局、各支所にも置いてあります。

富良野市へ

埋込み式
屋外シーソー１式麓郷保育所父母の会

寿光園へ

金　４００万円中村金四郎（美唄市）

山菜　２０㎏川崎誠也（山部）

花の苗　３５０本佐藤金夫（山部）

順不同・敬称略
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お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-k@city.furano.hokkaido.jp） 

「初節句です！こ～んなに大

きくなりました！！」

宮西　 海璃 さん（２歳８カ月）
かいり

　　　 璃青 さん（１０カ月）
り　お

「ゆっくり

　大きくなってます♪」

堀川　 蒼斗 さん（９カ月）　北斗町
あおと

　

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
マ
ー
ク
は
厚
生

労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
自

由
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

も
し
街
や
職
場
な
ど
で
こ
の

マ
ー
ク
を
つ
け
て
い
る
妊
婦
さ
ん

や
、
乳
幼
児
を
連
れ
て
い
る
お
母

さ
ん
を
見
か
け
た
ら
、
思
い
や
り

あ
る
気
遣
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
近
く
で
の
喫
煙
は
し
な
い
。

・
列
車
や
バ
ス
で
は
優
先
し
て
席

を
譲
る
。

・「
何
か
お
手
伝
い
し
ま
し
ょ
う

か
？
」
の
優
し
い
ひ
と
言
を
。

　

未
来
の
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん

を
み
な
さ
ん
の
優
し
さ
で
サ
ポ
ー

ト
し
ま
し
ょ
う
。

妊
産
婦
さ
ん
へ

　

母
子
手
帳
交
付
時
に
希
望
者
に

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
マ
ー
ク
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

お元気ですか　保健師です ●みんなで応援する子育て 

み
ん
な
で
応
援
す
る
子
育
て　

　

妊
娠
中
、特
に
初
期
は
、赤
ち
ゃ

ん
の
成
長
は
も
ち
ろ
ん
、
お
母
さ

ん
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
と

て
も
大
切
な
時
期
で
す
。
し
か
し

外
見
か
ら
は
妊
婦
で
あ
る
か
ど
う

か
判
断
し
に
く
い
時
期
で
も
あ
り
、

つ
わ
り
な
ど
の
体
調
の
変
化
に
対

し
て
周
囲
か
ら
の
理
解
が
得
ら
れ

に
く
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
お
母
さ
ん
は
子
ど
も
が

３
歳
に
な
る
ま
で
の
期
間
、
孤
独

を
感
じ
て
子
育
て
を
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
に
や
さ
し
い
社
会
環
境
を

築
く
た
め
に
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と

り
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
マ
ー
ク
を
ご
存
知

で
す
か
？

　

厚
生
労
働
省
で
は
妊
産
婦
に
優

し
い
環
境
づ
く
り
の
一
環
と
し
て

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
マ
ー
ク
を
発
表
し

ま
し
た
。

◇
妊
婦
自
身
が
こ
の
マ
ー
ク
を
身

に
つ
け
る
こ
と
で
妊
娠
初
期
の
目

立
た
な
い
時
期
に
周
囲
の
人
に
妊

婦
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◇
交
通
機
関
、
職
場
、
飲
食
店
、

そ
の
他
の
公
共
機
関
な
ど
が
、
そ

の
取
り
組
み
や
呼
び
か
け
文
を
ポ

ス
タ
ー
な
ど
と
し
て
掲
示
し
、
妊

産
婦
に
や
さ
し
い
環
境
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

春日町

マタニティーマーク
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そ
れ
は
法
律
に
よ
り
無
効
と
さ
れ
、

最
低
賃
金
額
と
同
額
の
定
め
を
し

た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

架
北
海
道
労
働
局

拶
０
１
１
‐
７
０
９
‐
２
３
１
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

屋
外
水
泳
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

予
定

　

夏
場
の
体
力
づ
く
り
に
ぜ
ひ
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間
・
時
間　

７
月　

日
峨
→
８

１０

月　

日
画（
予
定
）　

午
前　

時
→

１０

１０

午
後
６
時

施　

設

・
若
葉
屋
外
水
泳
プ
ー
ル

・
山
部
屋
外
水
泳
プ
ー
ル

・
東
山
屋
外
水
泳
プ
ー
ル

料　

金　

無
料

く
ら
し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

最
低
賃
金
制
度
と
は
？

　

最
低
賃
金
制
度
と
は
、
最
低
賃

金
法
に
も
と
づ
き
国
が
賃
金
の
最

低
限
度
を
定
め
、
使
用
者
は
そ
の

最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
労
働

者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
制
度
で
す
。

　

最
低
賃
金
は
、
原
則
と
し
て
事

業
場
で
働
く
常
用
・
臨
時
・
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
雇
用
形
態

や
呼
称
の
如
何
を
問
わ
ず
、
す
べ

て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
。

　

仮
に
最
低
賃
金
額
よ
り
低
い
賃

金
を
労
使
合
意
の
上
で
定
め
て
も
、

そ
の
他　

赤
旗
が
あ
が
っ
て
い
る

と
き
は
、利
用
で
き
ま
せ
ん
。　
　

架
社
会
教
育
課　拶

３
９
‐
２
３
１
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

裁
判
員
制
度
を
映
画
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
で
紹
介
し
ま
す

　

国
民
の
み
な
さ
ん
に
刑
事
裁
判

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
「
裁
判
員

制
度
」
が
平
成　

年
５
月
ま
で
に

２１

始
ま
り
ま
す
。
裁
判
所
で
は
、
裁

判
員
制
度
に
関
心
を
持
ち
、
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
映
画
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

貸
し
出
し
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

裁
判
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

架
富
良
野
簡
易
裁
判
所　

拶
０
１
６
７
‐
２
２
‐
２
２
０
９

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

富
良
野
協
会
病
院
に
処
方
箋

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

　

富
良
野
薬
剤
師
会
で
は
富
良
野

協
会
病
院
に
処
方
せ
ん
相
談
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
運
営
を
始
め
ま
し

た
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
患
者
が

希
望
す
る
薬
局
に
院
外
処
方
せ
ん

を
無
料
で
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
い
た
し

ま
す
。
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
き
る
薬
局

は
富
良
野
市
・
上
富
良
野
町
・
南

富
良
野
町
の
合
計　

薬
局
で
、
協

13

会
病
院
以
外
の
処
方
せ
ん
も

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
き
ま
す
。

　

コ
ー
ナ
ー
は
一
階
の
会
計
窓
口

近
く
に
あ
り
、
常
時
待
機
し
て
い

る
職
員
が
希
望
の
薬
局
に
処
方
せ

ん
を
フ
ァ
ッ
ク
ス
い
た
し
ま
す
。

鰹問
 

富
良
野
薬
剤
師
会

　

菅
原
事
務
局
長

拶
２
２
‐
２
６
０
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」は
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
す
。
７
月
は
強
調
月
間
と
し
て

「
防
ご
う
犯
罪
と
非
行
・
助
け
よ
う

立
ち
直
り
」
を
統
一
標
語
に
各
種

啓
発
活
動
や
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

啓
発
街
頭
パ
レ
ー
ド  
７
月
６
日
画

ス
タ
ー
ト　

午
後
２
時
（
文
化
会

館
→
五
条
通
り
→
相
生
通
り
→
本

通
り
）

啓
発
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

　
　

７
月　

日
俄
午
前
８
時　

分

１６

３０

山
部
太
陽
の
里
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

参
加
料
は
２
０
０
円
（
シ
ー
ズ
ン

券
購
入
者
は
無
料
）
市
民
１
０
０

名
先
着
順
。
申
込
み
は
福
祉
課
ま

た
は
山
部
・
東
山
支
所
へ

架
福
祉
課　

拶
３
９
‐
２
２
１
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

退
職
金
は
国
の
制
度
で

　

中
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
で

働
く
従
業
員
の
た
め
の
外
部
積
立

型
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　

掛
金
助
成
や
税
法
上
の
優
遇
な

ど
、
有
利
な
特
典
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。
安
全
・
確
実
な
中
退
共
制
度

を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

シー・ラブズ・ユー
　　　　　小路　幸也
四世代のワケあり大家
族が営む古書店「東京バ
ンドワゴン」。赤ちゃん
置き去り騒動、売った本
を１冊ずつ買っていく
おじいさん。古本ととも
に舞い込んだおかしな
謎をラブ＆ピースに解
決する、涙と笑いの下町
ホームドラマ。

●児童書（新着）
かがくいひろしおむすびさんちのたうえのひ

●一般書（新着）
内田　康夫追分殺人事件
重松　清カシオペアの丘で上・下
山本　一力銀しゃり

架図書館　拶２２‐３００５

定例休館日　　毎週月曜日　
特別休館日　　７月１７日峨・２７日画

２階展示ホール
　富良野水墨画展７月１日蚊→７月１４日臥
　金子健一写真展７月１５日蚊→７月３１日峨
２階多目的ホール　
　７月１４日松　午前１０時３０分から
　絵本・映画・紙しばいの集い
１階読み聞かせコーナー
　毎週水曜日午後３時から
　サークルどんぐり 「絵本の読み聞かせ」
１階エントランスホール
　図書館を使った調べる学習賞コンクール
　入賞作品展　７月１０日峨→７月２０日画
　イマイカツミ　「富良野～季節の表情と
　色彩展」　７月２４日峨→８月１２日蚊

開館時間　火→金曜日　午前１０時→午後６時
　　　　　土・日曜日　午前９時→午後５時

図書館だより図書館だより

今月の注目の今月の注目の本本
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架
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構　
　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

拶
０
３
‐
３
４
３
６
‐
０
１
５
１

講
座
・
講
習

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

中
小
企
業
大
学
校
研
修

コ
ー
ス　

・
新
任
管
理
者
育
成
講
座

　
　

７
月　

日
峨
→　

日
画

２４

２７

　
　
　
　
　

３
２
０
０
０
円

・
問
題
解
決
力
開
発
講
座

　
　

８
月
１
日
我
→
３
日
画

　
　
　
　
　

２
９
０
０
０
円

・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
強
く
な
る
講
座

　
　

８
月
６
日
俄
→
８
日
我

　
　
　
　
　

２
９
０
０
０
円

・
管
理
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
研
修

　
　

８
月　

日
牙
・　

日
画

２３

２４

　
　
　
　
　

１
９
０
０
０
円

・
収
益
向
上
W
E
B
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
講
座　

８
月　

日
俄
→　

日

２７

２９

我
、
９
月　

日
牙
・　

日
画

２０

２１

　
　
　
　
　

４
２
０
０
０
円

と
こ
ろ　

中
小
企
業
大
学
校
旭
川

校
（
旭
川
市
緑
が
丘
東
３
条
２
丁

目
２
番
１
号
）

架
中
小
企
業
大
学
校
旭
川
校

拶
０
１
６
６
‐
６
５
‐
１
２
０
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

狩
猟
免
許
試
験

試
験
日　

８
月
５
日
蚊

※
当
日
は
午
前
７
時
ま
で
に
文
化

会
館
前
に
集
合
し
各
体
験
場
ま
で

は
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

参
加
料　

一
人
３
０
０
円

定　

員　

ペ
ア　

組　

人
（
個
人

２０

４０

参
加
も
大
歓
迎
）

内　

容　

収
穫
体
験
、
野
菜
選
果

場
（
V
C
セ
ン
タ
ー
）
視
察
、
収

穫
し
た
野
菜
で
調
理
実
習
。

申
込
み　

７
月　

日
峨
ま
で

１７

架
上
川
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

富
良
野
支
所
拶
２
３
‐
２
１
７
５

架
富
良
野
保
健
所
健
康
推
進
課

拶
２
３
‐
３
１
６
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

好
評
！
富
良
野
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー

夏
山
営
業
を
開
始
中

　

新
緑
か
ら
紅
葉
ま
で
、
こ
の
場

所
か
ら
始
ま
る
富
良
野
の
景
色
。

山
麓
に
あ
る
ピ
ク
ニ
ッ
ク
ガ
ー
デ

ン
で
は
自
然
に
優
し
い
電
動
乗
用

カ
ー
ト
で
草
花
を
鑑
賞
し
な
が
ら

ド
ラ
イ
ブ
が
楽
し
め
ま
す
。

期　

間　
　

月　

日
蚊
ま
で
午
前

１０

２１

８
時
→
午
後
４
時
（
７
月
７
日
臥

→
８
月　

日
画
は
午
前
６
時
→
午

３１

後
７
時
ま
で
）

往
復
券　

大
人
１
８
０
０
円
、
子

ど
も
（
小
学
生
ま
で
）
９
０
０
円

富
良
野
パ
ノ
ラ
マ
セ
ッ
ト
（
今

シ
ー
ズ
ン
新
登
場
）

　

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー（
往
復
）＋
カ
ー

ト
一
周
＋
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
回
り
放

題
を
セ
ッ
ト
（
大
人
２
０
０
０
円
、

と
こ
ろ　

上
川
合
同
庁
舎

受
付
期
間　

７
月
６
日
画
→
７
月

　

日
画　

郵
送
の
場
合
は
７
月　

２０

２３

日
俄
到
着
分
ま
で

申
請
手
数
料　

５
３
０
０
円
（
北

海
道
収
入
証
紙
）

提
出
先　

上
川
支
庁
環
境
生
活
課

自
然
環
境
係

※
申
請
書
は
市
役
所
農
林
課
に
も

あ
り
ま
す
。

架
上
川
支
庁
環
境
生
活
課

拶
０
１
６
６
‐
４
６
‐
５
９
２
２

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

狩
猟
免
許
予
備
講
習

と　

き　

７
月　

日
蚊

２９

と
こ
ろ　

旭
川
市
民
生
活
館
（
緑

町　

丁
目
）

１５
受
講
手
数
料　

７
５
０
０
円

※
市
で
は
、
第
１
種
銃
猟
免
許
を

新
規
に
取
得
す
る
た
め
の
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

架
農
林
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
９

催

し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
　
　
　
　
　

旬
の
野
菜
　
収
穫
体
験
募
集

と　

き　

８
月
７
日
峨

　
　

午
前
７
時
→
午
後
２
時　

分
２０

と
こ
ろ　

九
栗
農
場
（
中
富
良
野

町
）、
野
菜
選
果
場
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー

子
ど
も
１
０
０
０
円
）

架
新
富
良
野
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル　

　
　
　
　
　

拶
２
２
‐
１
１
１
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

ち
ん
じ
ゅ
の
森
の
物
語
　
　

　
「
森
じ
い
さ
ん
」
を
上
演

　

東
京
を
中
心
に
活
動
し
、
愛
・

地
球
博
で
も
好
評
を
博
し
た
N
P

O
法
人
「
ち
ん
じ
ゅ
の
森
の
民
話

語
り
」
が
富
良
野
へ
や
っ
て
き
ま

す
。
今
回
は
「
ど
ろ
亀
先
生
」
を

モ
チ
ー
フ
に
書
き
下
ろ
し
た
創
作

民
話
の
新
作
を
上
演
し
ま
す
。

と　

き　

７
月　

日
峨

１７

　
　
　
　

開
場
午
後
６
時　

分
３０

と
こ
ろ　

山
部
福
祉
セ
ン
タ
ー

入
場
料　

大
人
１
０
０
０
円
・
小

人
無
料
（
中
学
生
以
下
）

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所　

生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
・
文
化
会
館
・
山
部
支
所
・

東
山
支
所

架
博
物
館
�
拶
４
２
‐
２
４
０
７

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

夏
の
風
物
詩
　
　
　
　
　
　

　
　
ホ
タ
ル
観
察
会

　

夏
の
風
物
詩
ホ
タ
ル
。
鳥
沼
公

園
に
生
息
す
る
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
の

生
態
と
生
息
環
境
を
学
習
し
ま
す
。

と　

き　

７
月　

日
臥
（
雨
天
中
止
）

２１

　
　
　
　

午
後
７
時　

分
→
９
時

３０

と
こ
ろ　

鳥
沼
小
学
校
・
鳥
沼
公
園

内　

容　

ホ
タ
ル
に
関
す
る
学
習

を
小
学
校
で
行
っ
た
後
、
鳥
沼
公

園
へ
移
動
し
て
観
察
し
ま
す
。

定　

員　
　

名
４０

参
加
料　

無
料

服　

装　

野
外
観
察
に
適
し
た
服

装
（
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
）

申
込
み　

電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

架
博
物
館　

拶
４
２
‐
２
４
０
７

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

「
ホ
タ
ル
と
遊
ぶ
会
」　
　
　

　
　
　
　
参
加
者
募
集

と　

き　

７
月　

日
臥
午
後
６
時

２１

と
こ
ろ　

扇
山
地
区
公
民
会
（
現

地
集
合
）

対　

象　

年
長
さ
ん
か
ら
小
学
２

年
生
ま
で
（
保
護
者
同
伴
）

内　

容　

ホ
タ
ル
観
賞
（
雨
天
時

は
屋
内
活
動
）

参
加
料　

無
料

申
込
み　

７
月　

日
牙
ま
で

１９

※
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
新
規
隊
員
も

募
集
中
で
す
。

架
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
富
良
野
第
１

団　

近
内
さ
ん　
　
　
　
　
　

�

拶
２
２
‐
５
０
３
５

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

ひ
と
り
親
家
庭
「
親
と
子
」

の
交
流
・
研
修
会

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
交
流
と
自
立

に
役
立
つ
情
報
の
勉
強
会
を
兼
ね

て
、
１
日
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
。
抽
選
で
無
料
体
験
飛
行
も

で
き
ま
す
。

と　

き　

７
月　

日
蚊

２９
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国
か
ら
の
ス
キ
ー
客
に
対
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
マ
イ
ン
ド
に

あ
ふ
れ
る
方

・
英
検
2
級
ま
た
は
そ
れ
相
応
以

上
の
英
会
話
能
力
の
あ
る
方

・
ス
キ
ー
/
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
ゴ

ン
ド
ラ
山
頂
か
ら
滑
ら
れ
る
方

（
S
A
J
2
級
程
度
）

・
シ
ー
ズ
ン
中
8
回
以
上
活
動
で

き
る
方

・
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
に
は
月
1
〜
2

回
程
度
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
お
よ
び

研
修
会
有
り
。

・
活
動
中
の
リ
フ
ト
券
、
ス
キ
ー

ホ
ス
ト
用
ジ
ャ
ッ
ケ
ッ
ト
貸
与
。

架
ふ
ら
の
観
光
協
会

拶
２
３
‐
３
３
８
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

新
地
域
特
産
品
（
ナ
チ
ュ
ラ

ル
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
）

の
製
品
名
募
集

　

市
で
は
、
ベ
ベ
ル
イ
「
原
始
の

泉
」
の
お
い
し
い
水
を
活
用
し
、

新
し
い
地
域
特
産
品
の
開
発
調
査

と
し
て
、
試
験
的
に
ナ
チ
ュ
ラ
ル

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
製
造
販

売
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
よ
り
製
品
名
を
公
募
し
ま

す
の
で
、
富
良
野
ら
し
く
さ
わ
や

か
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

応
募
期
限　

７
月　

日
峨
必
着

１０

応
募
方
法　

郵
便
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・

　
　
　
　

午
前
９
時
→
午
後
５
時

と
こ
ろ　

た
き
か
わ
ス
カ
イ
パ
ー

ク
（
航
空
動
態
博
物
館
）

内　

容　

保
健
セ
ン
タ
ー
前
か
ら

バ
ス
で
移
動
。
車
中
で
勉
強
会
を

行
い
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
す
。

（
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
体
験
試
乗
な
ど
）

※
昼
食
は
各
自
持
参
く
だ
さ
い
。

（
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
食
べ
る
こ
と

も
で
き
ま
す
）

対　

象　

ひ
と
り
親
家
庭（
母
子
・

寡
婦
・
父
子
）

参
加
料　

１
家
庭　

１
５
０
０
円

申
込
み　

７
月　

日
画
ま
で

２０

架
児
童
家
庭
課　
　
　
　
　
　

�

拶
３
９
‐
２
２
２
３

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

第
　
回
糖
尿
病
教
室
　
　
　

６９
　
「
夏
の
麺
料
理
講
習
会
」

と　

き　

７
月　

日
画

２０

　
　
　
　

午
前　

時
→　

時　

分

１０

１２

３０

と
こ
ろ　

文
化
会
館
調
理
実
習
室

参
加
料　

５
０
０
円

申
込
み　

７
月　

日
画
ま
で

１３

架
協
会
病
院
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

拶
２
３
‐
２
１
８
１

募

集

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

０
７
／
０
８
シ
ー
ズ
ン
　
　

　
　
ス
キ
ー
ホ
ス
ト
募
集

　

近
年
冬
季
に
増
加
し
て
い
る
外

電
子
メ
ー
ル
で
、製
品
名
と
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
載
の
上
、

応
募
く
だ
さ
い
。
一
人
何
点
の
応

募
で
も
結
構
で
す
。

※
採
用
さ
れ
た
方
に
は
、
新
製
品

（
９
月
販
売
予
定
）を
進
呈
し
ま
す
。

応
募
・
問
合
せ
先　

商
工
観
光
室

〒
０
７
６
‐
８
５
５
５

弥
生
町
１
番
１
号

維
３
９
‐
２
３
１
２

胃
２
３
‐
２
１
２
３

電
子
メ
ー
ル

kankou@
city

       
    .  furano.

       

hokkaido.j

          p  

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
の

募
集

公
募
数　

２
名

任　

期　

平
成　

年
８
月
１
日
→

１９

平
成　

年
３
月　

日

２１

３１

審
議
の
内
容　

男
女
共
同
参
画
推

進
計
画
の
策
定
・
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
調
査
研
究

応
募
資
格　

市
内
に
在
住
で
、年
２

回
程
度
の
会
議
に
参
加
可
能
な
方
。

報　

酬　

日
額　

２
７
５
０
円

交
通
費　

市
の
規
定
に
も
と
づ
き

支
給

応
募
方
法　

７
月　

日
峨
ま
で
に

31

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
と
応

募
の
動
機
を
記
入
し
て
、
直
接
ま

た
は
封
書
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子

メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

富
良
野
市
功
労
表
彰
・
貢
献
表
彰

候
補
者
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い

■
功
労
表
彰

　

次
に
該
当
す
る
個
人
・
団
体
が
対
象
と
な
り
ま
す

虚
自
治
の
振
興
発
展
に
功
績
が
顕
著
　
８
～
　
年
以
上

２０

　

市
長
や
議
員
、
行
政
委
員
な
ど
を
対
象
と
し
ま
す
。

許
産
業
経
済
の
振
興
発
展
に
功
績
が
顕
著
　
　
年
以
上

２０

　

商
工
観
光
、
建
築
土
木
、
農
林
関
係
分
野
で
そ
れ
ぞ
れ
活
躍
、
功
績

　

の
あ
る
方
な
ど
を
対
象
と
し
ま
す
。
ま
た
、
優
れ
た
発
明
や
改
善
を

　

し
た
方
も
対
象
と
し
ま
す
。

距
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
環
境
に
功
績
が
顕
著
　
　
年
以
上

２０

　

疾
病
予
防
、
社
会
福
祉
向
上
、
環
境
の
保
全
、
廃
棄
物
の
適
正
処
理

　

な
ど
に
功
績
の
あ
る
方
、
民
生
児
童
委
員
、
人
権
擁
護
委
員
な
ど
を

　

対
象
と
し
ま
す
。

鋸
教
育
・
文
化
・
体
育
・
科
学
技
術
の
振
興
に
功
績
が
顕
著
　
　
年
以
上

２０

　

学
術
、
芸
術
、
教
育
、
文
化
財
保
護
、
体
育
振
興
な
ど
に
功
績
の
あ

　

る
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

■
貢
献
表
彰　

次
に
該
当
す
る
個
人
・
団
体
が
対
象
と
な
り
ま
す

虚
地
域
自
治
・
地
域
振
興
に
大
き
く
貢
献
　
　
年
以
上

２０

　

連
合
会
長
や
町
内
会
長
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
青
少
年
育
成
活
動

　

な
ど
各
種
の
市
民
活
動
に
功
績
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

許
市
民
の
生
命
、
財
産
及
び
安
全
を
守
る
た
め
、
容
易
に
他
人
の
な
し

　
え
な
い
顕
著
な
事
績
を
上
げ
た
方

■
推
薦
方
法

　
「
候
補
者
推
薦
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
（
必
要
に
応
じ
て
参
考
資
料

　

を
添
付
）
し
、
市
役
所
、
山
部
・
東
山
支
所
に
直
接
提
出
、
ま
た
は

　

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
期　

日　

８
月
１
日
我　

必
着

■
そ
の
他　

推
薦
書
及
び
推
薦
要
領
は
、
総
務
課
・
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
    
鰹問
 

総
務
課
総
務
法
制
係　

拶
３
９
‐
２
３
０
０
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年年金金だだよよりり
年金記録の確認を！
　現在、社会保険事務所では基礎年金番号に
統合されていない年金記録の統合を行って
います。これまでも年金番号の統合を行って
いましたが、マスコミで報道されているよう
に平成１９年５月現在で約５０００万件の記録が
未統合となっています。未統合のままだと将
来受給できる年金が少なくなりますので、再
度ご自身の年金手帳を確認していただき、現
在の基礎年金番号のほかに違う番号がない
か確認してください。基礎年金番号と違う番
号がある場合で、ご自身で統合の手続きをし
た覚えのない方については、社会保険事務所
（0166－27－1165）に確認してください。社
会保険事務所へ行けない場合には、月に１度
の社会保険事務相談（相談日は広報お知らせ
版のカレンダーに掲載）か、年金ダイヤル
（0570-05-1165）（フ リ ー ダ イ ヤ ル0120－
657830）で確認をお願いします。

夜間・土曜日にも年金相談を実施しています
　社会保険事務所では、平日の時間内に年金
相談にこられない方のために夜間・土曜日の
年金相談を実施しています。延長される日時
は次のとおりですのでご利用ください。

夜　間　毎週月曜日　午後７時まで延長
土曜日　第２土曜日　午前９時→午後４時

詳しくは、社会保険庁ホームページ
（http://www.sia.go.jp/）をご確認ください。
　保険料の支払いはお忘れなく

架市民課国保年金係　拶３９‐２３０１

国民年金・老齢基礎年金
　　　　　　　　　　の裁定請求手続き
　昭和１７年７月生まれ(満６５歳)の方は、誕生
日の前日以降に手続きをしてください。
　厚生年金の受給者は、誕生月に送られてく
るはがきが、基礎年金の手続きになりますの
で、改めて手続きする必要はありません。
栢必要なもの
　印鑑・預金通帳・戸籍謄本・住民票謄本など
栢市役所③番窓口にお越しください。

応
募
・
問
合
せ
先　

環
境
生
活
課

〒
０
７
６
‐
８
５
５
５

弥
生
町
１
番
１
号

維
３
９
‐
２
３
０
８

胃
２
３
‐
１
３
１
３

電
子
メ
ー
ル

kankyo-k@
city

         
    .  furano.
       

hokkaido.j

          p  

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
す
る
住
宅

一
般
世
帯
向
け
住
宅　

４
戸

瑞
穂
（
瑞
穂
町
７
番
）
浴
室
有

　
（
昭
和　

年
３
Ｄ
Ｋ
）　
　

１
戸

６０

北
の
峰
西
（
北
の
峰
町　

番
）
浴

２８

室
有　
（
昭
和　

年
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

５２

１
戸

北
麻
町
（
北
麻
町
１
番
）
浴
室
無

　
　
（
昭
和　

年
３
Ｄ
Ｋ
）　

１
戸

４５

東
町
（
東
町
４
番
）
浴
室
無

　
　
（
昭
和　

年
３
Ｄ
Ｋ
）　

１
戸

４３

受
付
期
間　

７
月
９
日
俄
→　

日
画

２０

入
居
資
格

虚
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

許
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

距
収
入
が
基
準
以
内
の
方

家　

賃　

入
居
す
る
方
の
収
入
に

よ
り
決
ま
り
ま
す
。

申
込
み　

都
市
建
築
課
に
あ
る
申

込
書
に
記
入
し
、必
要
な
書
類（
収

入
を
証
明
す
る
書
類
な
ど
）
を
添

え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

鰹問
 

都
市
建
築
課拶

３
９
‐
２
３
１
６

そ
の
他

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
限

度
額
が
改
正
と
な
り
ま
す

　

本
年
4
月
、
国
民
健
康
保
険
法

施
行
令
と
地
方
税
法
施
行
令
が
一

部
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
賦

課
限
度
額
の
引
上
げ
を
「
国
保
運

営
協
議
会
」
に
諮
問
し
意
見
を
い

た
だ
き
、
富
良
野
市
国
民
健
康
保

険
税
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

を
６
月
の
定
例
市
議
会
に
提
案
し
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

改
正
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

医
療
給
付
費
分
と
介
護
納
付
金
の

賦
課
限
度
額
が
次
の
よ
う
に
改
め

ら
れ
ま
す
。

●
賦
課
限
度
額

医
療
給
付
費
分　
　
（
現
行
）　

万
５３

円
→
（
改
正
）　

万
円

５６

介
護
納
付
金
分　
（
現
行
）８
万
円

→
（
改
正
）
９
万
円

※
介
護
納
付
金
に
つ
い
て
は
、
平

成　

年
４
月
に
地
方
税
法
の
改
正

１８
が
さ
れ
て
ま
す
。

　

国
は
、
保
険
税
軽
減
世
帯
や
賦

課
限
度
額
を
超
え
る
世
帯
の
増
加

に
よ
り
、
応
益
・
応
能
割
合
を
調

整
し
、
所
得
に
見
合
っ
た
社
会
保

障
制
度
と
し
て
の
国
保
税
の
理
念

か
ら
、
中
間
所
得
者
層
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
賦
課
限
度
額
の

改
正
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
の
国
保
財
政
も
高
齢
被
保
険

者
や
医
療
費
の
増
加
に
対
し
、
経

済
情
勢
の
低
迷
な
ど
に
よ
る
税
収

傾
向
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

国
民
健
康
保
険
事
業
保
険
給
付
基

金
を
取
り
崩
し
な
が
ら
単
年
度
黒

字
を
保
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
そ

の
基
金
残
高
も
目
減
り
し
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。（
平
成　

年
度

18

末
1
8
7
1
万
円
）

　

今
回
、
中
間
所
得
者
層
へ
の
負

担
軽
減
及
び
安
定
し
た
長
期
的
な

国
保
運
営
を
図
る
た
め
、
賦
課
限

度
額
を
改
正
し
、
国
の
法
令
の
基

準
に
も
と
づ
き
税
収
を
確
保
し
、

国
保
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

改
正
の
影
響

　

保
険
税
は
、
家
族
構
成
や
そ
の

年
の
所
得
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、

夫
婦
２
人
世
帯
で
の
今
回
の
影
響

は
、
医
療
給
付
分
で
、
総
所
得
５

０
０
万
円
（
給
与
収
入
６
９
０
万

円
）
以
上
の
世
帯
、
介
護
納
付
金

で
、
総
所
得
８
５
０
万
円
（
給
与

収
入
１
０
８
０
万
円
）
以
上
の
世

帯
が
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
健
康
で

明
る
く
暮
ら
す
た
め
に
は
病
気
の

早
期
発
見
、
予
防
が
大
切
で
す
。

市
で
行
っ
て
い
る
健
康
診
断
を
、

多
く
の
市
民
が
受
診
さ
れ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

鰹問
 

市
民
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
１

お
詫
び
と
訂
正

広
報
ふ
ら
の
お
知
ら
せ
版
６
月
号

（
№
１
２
３
）「
暮
ら
し
の
カ
レ
ン

ダ
ー
」
の
中
の
社
会
保
険
事
務
相
談

の
会
場
が
「
保
健
セ
ン
タ
ー
」
と
掲

載
し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
、「
商

工
会
議
所
」
の
誤
り
で
す
。
訂
正
し

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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こうほう    平成１９年７月号   №550

■今年の市民向け予算書「へ～そ～なんだこんな
ことやります！今年のふらの」が出来上がりまし
た。平成１９年度の市の代表的な事業が写真入りで
分かりやすく掲載されています。希望される方に
無料で配布（３００部限定）していますので、企画振
興課か各支所まで気軽に申し出ください。（と）

■夏至の夜、電気を消してろうそくの灯りで過ご
しました。家族で地球の高温化について話し、ご
み分別からごみ減量に向け、買物はマイバックで
レジ袋を減らし、マイ水筒でペットボトルを減ら
し、食べ物は残さないことにしました。私は体重
を減らすことも指摘され…努力します。（さ）

編集

後記

Ｋ
！
）
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が

実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
商
工
会
議
所

が
主
催
す
る
「
に
し
わ
き
産

業
フ
ェ
ス
タ
」「
播
州
織

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」
な

花
束
の
薔
薇
の
香
り
に
嫁
ぎ
ゆ
く

森
　
美
代
子

と
ど
松
を
薪
に
積
み
あ
げ
雲
の
峰

東
野
　
ミ
ネ

若
緑
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
堤
防
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
和
子

森
の
句
碑
蝉
の
時
雨
を
ふ
り
か
ぶ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
比
呂
子

触
れ
て
み
る
幹
ま
だ
若
し
夏
木
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
原
百
合
子

雨
蛙
雲
よ
り
雨
を
誘
ひ
を
り

中
田
　
通
子

平
和
宣
言
戦
後
掲
げ
し
わ
が
山
部

過
疎
進
む
と
も
初
志
は
変
ら
じ
　
　
　
中
島
　
芙
蓉
　

幸
せ
の
こ
の
現
実
よ
な
が
く
あ
れ

青
き
朝
空
の
マ
ロ
ニ
エ
の
花
　
　
　
佐
々
木
忠
兵
衛

ラ
イ
ラ
ッ
ク
咲
き
香
る
こ
ろ
訪
ね
来
る
と

受
話
器
に
は
ず
む
友
の
約
束
　
　
　
　
富
永
ス
ミ
子

郭
公
の
声
し
き
り
な
る
狭
庭
に
て

豆
蒔
く
場
所
に
苦
慮
し
て
お
り
ぬ
　
　
寺
島
　
君
子

ワ
イ
パ
ー
に
花
び
ら
乗
せ
て
通
り
過
ぐ

演
習
林
の
桜
並
木
路
　
　
　
　
　
　
　
山
内
　
千
代

災害時には、市とラジオふらのとの協定により、
災害情報が流されます。

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」
・放送日時　毎週　月曜日→金曜日　
　　　　　　　　　午前８時→８時５分
まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり
・放送日時　７月２１日臥　午前１０時→１０時４５分

　
「
第
２
回
へ
そ
の
西
脇
・
織

物
ま
つ
り
」
が
、
８
月　

日
11

臥
・　

日
蚊
の
2
日
間
の
日

12

程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
　

日
臥
は
、
日
本
へ
そ
公

11
園
を
中
心
に
イ
ベ
ン
ト
や
花

⑦

火
大
会
が
行
わ
れ
、　

日
蚊

12

は
、
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
（
お

ま
つ
り
広
場
）
を
メ
イ
ン
会

場
に
「
加
杉
野
お
ど
り
」
と

題
し
た
、
よ
さ
こ
い
形
式
（
踊

り
の
ジ
ャ
ン
ル
は
何
で
も
Ｏ

ど
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
も
同
時

開
催
さ
れ
ま
す
。

（
広
報
に
し
わ
き
６
月
号
よ

り
）

第
２
回
へ
そ
の
西
脇
・
織
物
ま
つ
り

今月のラジオ　　ラジオふらのFM77.1MHｚ


